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巻頭言 
 

山形県立鶴岡南高等学校長  坂尾 聡 
 
 平成２４年度から始まった本校のスーパーサイエンスハイスクール（ＳＳＨ）研究開発事

業も、今年度で９年目を迎えます。平成２９年度より文部科学省からⅡ期目の指定を受けて

から早いもので、４年目の事業が終了しようとしております。令和元年１１月には、ＳＳＨ

事業における中間評価に関するヒアリングが行われ、その中間評価の結果が昨年７月に公表

されました。この中間評価の結果を受け、これまでの３年間を振り返るとともに、残り２年

間に取り組むべき課題が明確になったところです。今年度の取り組みは、この中間評価での

指摘事項をもとに、各事業内容に改善を加えながら実施してきましたが、コロナ禍の影響で

当初の計画通りに実施できなかった事業もあり、やむを得ず代替の事業を急遽実施しており

ます。特に、台湾への進路研修が中止になり、ＳＳＨ事業開始時から継続しておりました台

北市立建国高級中学との英語による研究発表による交流ができなかったことは大変残念で

ありました。 
本校ＳＳＨの研究開発課題は「『TSURUOKA SCIENCE CLUSTER』におけるＳＳＨ活

動の深化による科学技術の発展を担う『人財』の育成」です。地域にある最先端の研究機関

や大学・企業・自治体や近隣のＳＳＨ校等を始めとする様々な高等学校と連携しながら、本

校での課題研究をさらに活性化することを目的として設定しました。また、SDGs未来都市、
学術文化都市「鶴岡」をモデルとしながら、地域や日本の抱える課題や問題を発見し解決す

る「『地方創生』に資するイノベーションシステムの構築」を担う『人財』の育成もまた大

きな柱としています。 
本校は、ＳＳＨ事業を推進する上で、理系の生徒に特化した事業として捉えるのではなく、

全ての生徒が課題研究に取り組み課題解決を目指すことを特色としております。特に、理数

科も普通科理系も普通科文系も混ざって探究活動を行うことで豊かなテーマ設定が可能と

なっています。これも本校の特色であり、これまでも高い評価をいただいてきました。学校

内外での探究活動や成果発表の活動はこの４年間で驚くほど向上しました。このような生徒

たちの大きな変容と成果は、今年のＳＳＨ運営指導委員会で多くの委員の方から賞賛されま

した。そして、この間の生徒の力の伸長は、ＳＳＨ指定により、新しいカリキュラムづくり

をはじめとして、真剣に取り組んできた指導方法の研究と蓄積、評価方法の研究など生徒指

導に当たった教職員の努力の結果に他なりません。特に、本校のＳＳＨ事業が、理数系の教

職員だけでなく、全教職員が取り組んでいることが生徒の変容につながっていることは明ら

かであります。 
Society5.0 で実現する社会は、IoT で全ての人とモノがつながり、様々な知識や情報が共

有され、今までにない新たな価値を生み出すことで、これからの課題や困難を克服すると考

えられています。今こそ、生徒一人ひとりの興味・関心に沿って、学校だけにとどまらず、

高等教育機関、企業、地域社会、ＮＰＯといった多様な学びの場を活用して、社会に開かれ

た教育課程による学びを進めていく必要があります。このことは、まさしく本校の研究開発

課題であり、本校の果たすべき役割はますます大きくなると考えられます。 
最後になりますが、ＳＳＨ事業実施につきましては多くの方々のご協力とご支援により進

めていくことができました。ここに厚くお礼申し上げますとともに、今後なお一層のご支援、

ご指導を賜りますようにお願い申し上げます。 
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ス イ ス イス ル研究開発実施

  研究開発課題

TSURUOKA SCIENCE CLUSTER に る の による の発 の 成 

  研究開発の

 地域に く の研究機関や大学・企業・自治体、近隣のＳＳＨ、Ｓ Ｈ校等（TSURUOKA SCIENCE CLUSTR）
との連携により、 広い視野で なテーマでの探究活動を深化・発展させることで、地域や日本、 が

する課題を発見し する能力を に け、学 化 市「鶴岡」を し、 で活 する科学 の発
展を う高い を持った 人財 の持続的な育成を行うために の研究を行う。 

 研究 大 と 究 の 発 に 研究 
 コ とコ の 上 の 上に

研究 
 実の の ロ 開発による い 成 る研究 
 る の評価 の研究 

  実施

基本的には全校生徒（ ８４ ）と全教員を対象とする。
学科 

コース 
１学年 ２学年 ３学年  

生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数 
理数科 ４２ １ ４１ １ ４０ １ １２３ ３ 

普通科 
理系 ８  ２ ８２ ２  ２ ２４２ ６ 

系 ６６ ２  ２ ８ ２ ２１９ ６ 
 １９３  １９８  １９３  ８４ １  

（ 考） まとめ 集のため、 １学年は次年度の予定人数 

全校生徒を対象とする取組
Ａ－①「ＳＳ科目」の改善と教 開発、指導法や評価法等の研究
Ａ－②全校生徒が取り組 継続した探究活動 鶴南ゼミ の深化・発展
Ｂ－ 「情報・科学コンピテンシー」の開 と リキュラム開発
Ｂ－ ＩＣＴ機 を活用する能力、コミュニケーション能力の育成
Ｂ－ 英語力の向上と 外の高等教育校との交流、連携の拡大
Ｃ－ 鶴南キャリアプログラムの研究開発
Ｃ－⑪研究成果の社会への還元と発信
理数科または科学部の生徒を対象とする取組
Ａ－④科学部活動の充実と発展、高度・ 研究に取り組 生徒の育成
Ｃ－ 中学校での理数体験充実と高等学校間での理数体験を共有するための研究
Ｃ－⑫大学・研究室を訪問する研修（理数セミナー）の拡充

に を持って研究を進める生徒を対象とする取組
Ａ－③探究活動 鶴南ゼミ における 地方 生 野の開 と拡大
Ａ－④科学部活動の充実と発展、高度・ 研究に取り組 生徒の育成
Ａ－ 国 科学 コンテスト等への生徒の参加数、入 数の増加に向けた取組
教員中 の取組
Ｃ－ 中学校での理数体験充実と高等学校間での理数体験を共有するための研究
Ｃ－⑪研究成果の社会への還元と発信
Ｃ－⑬大学・企業と連携した研究実績を進路指導へ活用するための研究
Ｄ－⑭評価・検証法の研究とＳＳＨ事業を効果的に運営するための研究
Ｄ－⑮運営指導委員会の開催
Ｄ－⑯報告書の作成

  研究開発

○研究  

１年次
成 29 年度

研究体 の確立、各プロジ クトの内容の整
Ａ 理数才能を伸長させ、研究機関・大学・企業・自治体等と連携した探究活動の深化発展に向

けた研究 
・「ＳＳ科目」の改善と教 開発、指導法や評価法等の研究をする。
・学校 定教科「探究」学校 定科目「鶴南ゼミ（基礎）」の実施に うシラ スの整 と評

価方法の を行い、スムー に進めていけるようにする。
・「鶴南ゼミ」における「地方 生」 野の充実を目指す。
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・科学部の活動を充実させる。
・外部コンテスト等への積極的に参加するよう働きかける。

Ｂ 科学的コンピテンシーを伸長し、ＩＣＴ活用能力とコミュニケーション能力の向上、英語力
の向上に向けた研究 

・学校 定科目「情報・科学コンピテンシー」を開 し、ＩＣＴ活用能力向上 リキュラムの
開発を行う。

・ 外の高等教育校との相互交流を実施する。
・本校鶴南ゼミ発表会において 校生徒による発表を取り入れる。

Ｃ 理数体験充実のためのプログラム開発による広い視野を持った理数系人財を育成する研究 
・鶴 ア イア（大学 講義）を充実させる。
・鶴南キャリアプログラムを充実させる。
・鶴南ゼミの活動で 中学生と関わる部 を っていく。
・理数セミナーを充実させる。
・探究活動が進路実現へどのように関連しているかの研究を進める。 

Ｄ ＳＳＨ事業を推進するための評価・検証方法の研究 
・鶴南ゼミ発表会でルー リックによる評価を導入する。
・卒業生追跡調査の実施。

２年次
成 30 年度

研究体 の改善、各プロジ クトの内容の拡大・深化 
Ａ 理数才能を伸長させ、研究機関・大学・企業・自治体等と連携した探究活動の深化発展に向

けた研究 
・学校 定教科「探究」学校 定科目「鶴南ゼミ（探究）」の実施に うシラ スの整 と評

価方法の を行い、スムー に進めていけるようにする。 
・「鶴南ゼミ」における「地方 生」 野では鶴岡市や地域の 体との連携企 を実施する。 
・外部コンテスト等への参加者に対し 強会を開く。 

Ｂ 科学的コンピテンシーを伸長し、ＩＣＴ活用能力とコミュニケーション能力の向上、英語力
の向上に向けた研究 

・ 外の高等教育校と 校 を目指す。 
・鶴南ゼミ発表会では の高校の発表本数の増加を目指す。 

Ｃ 理数体験充実のためのプログラム開発による広い視野を持った理数系人財を育成する研究 
・ 中学生に本校の探究活動について ってもらう機会の増加を目指す。 

Ｄ ＳＳＨ事業を推進するための評価・検証方法の研究 
・各種評価方法を実施してみての を し、 的視 から助言を く。

３年次
令和元年度

中間検証の実施 
Ａ 理数才能を伸長させ、研究機関・大学・企業・自治体等と連携した探究活動の深化発展に向

けた研究 
・２・３年生の合同ゼミの実施により、上学年からの継 を目指す。 

Ｂ 科学的コンピテンシーを伸長し、ＩＣＴ活用能力とコミュニケーション能力の向上、英語力
の向上に向けた研究 

・ 外の高等教育校と相互交流の上、 校 をする。 
Ｃ 理数体験充実のためのプログラム開発による広い視野を持った理数系人財を育成する研究 

・高等学校間でお互いの発表会の行き を拡大していく。 
・ 中学校と組 的に連携した活動を企 していく。 

Ｄ ＳＳＨ事業を推進するための評価・検証方法の研究 
・教員間の目線合わせと いやすいルー リック表の作成を目指して評価に関する校内研修会

を実施し、より本校に した評価の形を整えていく。 

４年次
令和２年度

評価 取組の  
 研究 大 と 究 の 発 に

研究 
 ル 成 る  

評価 て取組の る  
後の 究 の てい  

 コ とコ の 上
の 上に 研究 
評価 て取組の る  

 実の の ロ 開発による い 成 る研究 
 評価 て取組の る  

 る の評価 の研究 
 評価 て取組の る  
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年次
令和３年度

年間のＳＳＨ事業の検証
Ａ 理数才能を伸長させ、研究機関・大学・企業・自治体等と連携した探究活動の深化発展に向

けた研究 
 ・ 年間のＳＳＨ事業の検証・総  
Ｂ 科学的コンピテンシーを伸長し、ＩＣＴ活用能力とコミュニケーション能力の向上、英語力

の向上に向けた研究 
・ 年間のＳＳＨ事業の検証・総  

Ｃ 理数体験充実のためのプログラム開発による広い視野を持った理数系人財を育成する研究 
 ・ 年間のＳＳＨ事業の検証・総  
Ｄ ＳＳＨ事業を推進するための評価・検証方法の研究 
 ・ 年間のＳＳＨ事業の検証・総  

○ 課 上の  
学科 

コース 
開 する科目  数 代替科目等 数 対象 

理数科 
情報・科学コンピテンシー ２ 社会と情報 ２ １学年 
鶴南ゼミ（基礎） １ 総合的な探究の時間 １ １学年 
鶴南ゼミ（探究） １ 課題研究 １ ２学年 

普通科
理系 

情報・科学コンピテンシー ２ 社会と情報 ２ １学年 
ＳＳ数学 １８ 数学Ⅰ Ａ Ⅱ Ｂ  １８ １～３学年 
ＳＳ 理 
ＳＳ化学 
ＳＳ生  

１８ 
理基礎・ 理 

化学基礎・化学 
生 基礎・生  

１８ １～３学年 

鶴南ゼミ（基礎） １ 総合的な探究の時間 １ １学年 
鶴南ゼミ（探究） １ 総合的な探究の時間 １ ２学年 

普通科
系 

情報・科学コンピテンシー ２ 社会と情報 ２ １学年 
ＳＳ数学 １４～１  数学Ⅰ Ａ Ⅱ Ｂ  １４～１  １～３学年 
ＳＳ 理 
ＳＳ生  
ＳＳ地学 

１１ 
理基礎 

生 基礎・生  
地学基礎・地学 

１１ １～３学年 

鶴南ゼミ（基礎） １ 総合的な探究の時間 １ １学年 
鶴南ゼミ（探究） １ 総合的な探究の時間 １ ２学年 

○ の 課 の
   関連  令和２年度教育課程表参
○ 研究

Ａ－①「ＳＳ科目」の改善と教 開発、指導法や評価法等の研究
・「ＳＳ数学」「ＳＳ 理」「ＳＳ生 」の継続した教 開発、指導法の研究（１、２、３年生対象）
・「ＳＳ化学」「ＳＳ地学」の継続した教 開発、指導法の研究（２、３年生対象）

Ａ－②全校生徒が取り組 継続した探究活動 鶴南ゼミ の深化・発展
 ・鶴南ゼミマニュアルの作成、活用

  ・上学年からの継 を目指し、２・３年合同ゼミの開催
Ａ－③探究活動 鶴南ゼミ における 地方 生 野の開 と拡大
 ・地域課題の に関わる 体と連携しながらの探究活動実践
Ａ－④科学部活動の充実と発展、高度・ 研究に取り組 生徒の育成
 ・「鶴南ゼミ」での外部との連携講 の拡大と 数年にわたる継続研究の拡大

・山形大学 学部 生 学科加 伸夫教 の指導・助言を きながら、研究活動の深化・発展
Ａ－ 国 科学 コンテスト等への生徒の参加数、入 数の増加に向けた取組
 ・参加大会数１ 、参加生徒の 数１ ４
Ｂ－ 「情報・科学コンピテンシー」の開 と リキュラム開発
 ・「情報・科学コンピテンシー」の指導法と教 開発、 に関する講演会の実施
Ｂ－ ＩＣＴ機 を活用する能力、コミュニケーション能力の育成
 ・ＩＣＴ機 を活用した 業の拡大と効果の検証、指導方法の改善
Ｂ－ 英語力の向上と 外の高等教育校との交流、連携の拡大
 ・「台湾での 外進路研修の実施」（１１月１１日～１４日）と英語を用いた交流に向けた事前学習と「鶴

南ゼミ（探究）」の研究内容の英語を用いた発表交流会の実施
Ｃ－ 鶴南キャリアプログラムの研究開発
 ・鶴岡市およ 地元企業の協力の 「鶴南キャリアプログラム」を実施
Ｃ－ 中学校での理数体験充実と高等学校間での理数体験を共有するための研究

  ・本校生徒による 中学校での 業実践 
  ・ 校の発表会での ス ー発表 
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・ＳＳＨ生徒研究発表会、東北地区サイエンスコミュニティ研究校発表会、山形県探究型学習課題研究発
表会への参加 

Ｃ－⑪研究成果の社会への還元と発信
 ・「鶴南ゼミ中間発表会」「鶴南ゼミ全体発表会」の実施
Ｃ－⑫大学・研究室を訪問する研修（理数セミナー）の拡充
 ・「理数セミナーⅠ（令和２年４月２０日～２２日）」（理数科２年生対象：宮城研修）

「理数セミナーⅡ（令和３年３月１８日～２０日）」（理数科２年生対象：つくば研修）の実施
Ｃ－⑬大学・企業と連携した研究実績を進路指導へ活用するための研究
 ・「鶴南ゼミ」や科学部の研究成果や活動内容を希望する進路の実現に活用するために、学校推薦型・総

合型選抜の積極的な活用と研究
Ｄ－⑭評価・検証法の研究とＳＳＨ事業を効果的に運営するための研究
 ・評価に関する教員研修会の実施
 ・「基礎調査（生徒アンケート）」、民間業者の思考力等を調査する試験の実施
 ・卒業生追跡調査の実施
Ｄ－⑮運営指導委員会の開催
 ・年２回の運営指導委員会における運営指導委員の方々からの指導・助言による事業改善
Ｄ－⑯報告書の作成

  ・今年度の取組についてまとめた研究開発実施報告書の作成、発行

 ⑤ 研究開発の成果と課題

○研究成果の普及について 
成果の普及方法は次のとおりである。 

① ホームページに各種取組の紹介を掲載する。 
② ＳＳＨ通信（年３回）を作成して、関係者に配布する。 
③ １０月に鶴南ゼミ中間発表会、２月に鶴南ゼミ全体発表会を開催して研究成果を発表、公開する。 
④ 年度末に作成する研究開発実施報告書と鶴南ゼミ（探究）要旨集を関係者に配布する。 

○実施による成果とその評価
Ａ 理数才能を伸長させ、研究機関・大学・企業・自治体等と連携した探究活動の深化発展に向けた研究 

・年々発表会での質問等のやりとりが１・２年生問わずに活発になり、その内容も向上が見られる。
・鶴南ゼミのマニュアルを作成し、探究活動についてある程度の枠組みを整えることができた。
・化学ゼミが地域の産業であるシルク産業と連携した活動に着手した。

Ｂ 科学的コンピテンシーを伸長し、ＩＣＴ活用能力とコミュニケーション能力の向上、英語力の向上に向け
た研究 

・台湾研修が中止になり、校内で行った「鶴南ゼミ英語発表会」では活発な質疑を展開することができた。
・今回初めてＪＳＳＦにオンラインで参加し、生徒は大変な思いをしながらも得るものは大きかった。

Ｃ 理数体験充実のためのプログラム開発による広い視野を持った理数系人財を育成する研究 
・コロナ禍にもかかわらず鶴南ゼミ全体発表で２校６テーマの近隣高校から発表のご協力をいただいた。

Ｄ ＳＳＨ事業を推進するための評価・検証方法の研究 
・中間発表会前に評価についての教員研修会を行い、職員の目線を合わせながら意見交換を行った。

○実施上の課題と今後の取組
Ａ 理数才能を伸長させ、研究機関・大学・企業・自治体等と連携した探究活動の深化発展に向けた研究 
 ・鶴南ゼミの活動充実のために、教員間での情報共有、ゼミ活動時間の確保を図る。 
 ・化学ゼミのシルク産業と連携した活動の継続を目指す。 
Ｂ 科学的コンピテンシーを伸長し、ＩＣＴ活用能力とコミュニケーション能力の向上、英語力の向上に向け

た研究 
・台北市立建国高級中学と相互交流を更に進めるためにどのようなことができるかの検討をする。

Ｃ 理数体験充実のためのプログラム開発による広い視野を持った理数系人財を育成する研究 
・中高一貫校になることを視野に入れた中学生への発信の強化と鶴岡北高校との協働活動の検討を行う。
・研究内容の発信と自己の研鑚のためにオンライン参加も考慮しながら外部発表機会の増加を図る。

Ｄ ＳＳＨ事業を推進するための評価・検証方法の研究 
・１つ１つの取組の評価法を改善し、目標に対する達成度等がより明確になるように工夫を考え、実践して

いく。

 ⑥ 新型コロナウイルス感染拡大の影響  

本校主催で中止、変更になった主な事業 
・台湾進路研修（１１月１１日～１４日）が中止となり、東北地区研修（１１月１１日～１３日）で代替。 
・鶴南キャリアプログラム（６月１８日）が中止となり、講演「地域活性化のために庄内で起業する意義」（１

１月１９日）で代替。 
・理数セミナーⅠ（４月２０日～２２日）が中止となり、「数学トップセミナー」（１２月２３日）で代替。 
・理数セミナーⅡ（３月１８日～２０日）が中止となり、「鶴岡南高理数科・酒田東高理数探究科合同研修」

（３月１８日～１９日）で代替予定。 
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と  
Ａ 理数才能を伸長させ、研究機関・大学・企業・自治体等と連携した探究活動の深化発展に向けた研究 

Ａ－①「ＳＳ科目」の改善と教材開発、指導法や評価法等の研究 
 「ＳＳ数学」「ＳＳ物理」「ＳＳ化学」「ＳＳ生物」「ＳＳ地学」の継続した教材開発と指導法の研究が

なされている。特に今年度は新型コロナウイルスの影響でオンライン環境を利用した教育活動が色々な場

面で登場した。校内のＩＣＴ機器の整備も加速度的に進み、多くの教員が手軽に利用できるようになって

きた。 
Ａ－②全校生徒が取り組む継続した探究活動『鶴南ゼミ』の深化・発展 
 ・「鶴南ゼミ（基礎）」（第１学年生徒全員対象） 
  １年を通じて１単位で自然クラス毎の活動で「物理」「化学」「生物」「地学」「数学」「英語」を各

３時間「ディベート」を６時間で実施した。他の生徒のプレゼンを聞いたり、ディベートの手法を学ん

だりする中で他人の考え方への共感や反論の視点が身についてきており、発表会では積極的に質問をす

る１年生の姿が目立った。 
 ・「鶴南ゼミ（探究）」（第２学年生徒全員対象） 
  １５ゼミ（物理Ａ、物理Ｂ、化学Ａ、化学Ｂ、生物Ａ、生物Ｂ、地学、数学、家庭科、保健体育、慶應

義塾大学先端研特別研究生、社会科学、国語、英語、芸術）で実施した。昨年に引き続き２・３年生の

合同ゼミを実施し、先輩の成果や反省を引き継いだ。「鶴南ゼミマニュアル」を作成、活用し、ゼミ活

動が全般的にまとまりのあるものに整備されてきた。発表の場における質問の回数・質は年々向上して

きている。全体発表の場で臆することなく質問できる生徒が増え、質問内容も発表の趣旨を捉えた上で

の建設的なものとなっている場合が多く、そうした雰囲気が醸成されてきている。 
・「鶴南ゼミ（発展）」（第３学年生徒全員対象） 

  ７講座（上級国語、標準国語、数学Ⅲ、数学ⅠＡⅡＢ、英語①、英語②、学問研究）を前期・後期それ

ぞれ開設し、生徒は前期・後期で１つずつ講座を取る形で実施した。それぞれ共通するテーマを持つ者

での学習活動ということもあり、グループ内では活発な意見交換等がなされ、自己理解、他者理解を通

して個々の学びが深まるだけでなく、コミュニケーション能力、表現力の向上にもつながった。  
Ａ－③探究活動『鶴南ゼミ』における『地方創生』分野の開設と拡大 
地域活性化ゼミでは地域の情報発信、地産地消、地域医療をテーマとした活動がなされた。生徒主導で、

必要な時に自分達で関係する機関にアドバイスを求めに行くという形で進め、主体性がおおいに涵養され

た。活動の中で参加した「やまがたイノベーションプログラム 2020」では「＃庄内 Raiseプロジェクト」
のグループが地区の予選を勝ち抜き、本戦では努力賞（３位相当）を受賞することができた。そして、今

年度、新たに化学ゼミで鶴岡市のシルク産業に関わる取組を行い、サイエンスと地域活性の両輪で活動す

ることができた。 
Ａ－④科学部活動の充実と発展、高度・先端研究に取り組む生徒の育成 
・科学部の部員数は２８で過去最高となった。山形県探究型学習課題研究発表会では物理部門で最優秀賞

を受賞し、次年度の全国総合文化祭和歌山大会への出場権を獲得（１１年連続）、地学部門で優良賞を

受賞した。 
・慶應義塾大学先端生命科学研究所特別研究生が高校生バイオサミット in鶴岡にて鶴岡市長賞を受賞。 
・鶴南ゼミにおいて外部研究機関・教育機関と連携をしている部分については生徒数６１、テーマ数１６

である。テーマ数の内訳は慶應義塾大学先端生命科学研究所２、鶴岡高専５、山形大学農学部６、山形

県水産試験場１、東北公益文科大学１、鶴岡高専と山形大学農学部１。 
Ａ－⑤国際科学技術コンテスト等への生徒の参加数、入賞数の増加に向けた取組 
・化学グランプリ ２名参加 
・全国高等学校総合文化祭 ３名参加、発表 
・第１０回バイオサミット in鶴岡 ２名参加、発表、計画発表部門 鶴岡市長賞１名受賞 
・全国ＳＳＨ生徒研究発表会 １名参加、発表 
・科学の甲子園山形県大会 １チーム（８名）参加、総合４位 
・山形県高校生英語ディベート大会 １チーム（６名）参加 
・やまがたイノベーションプログラム２０２０ ２チーム（６名）参加、努力賞（３位相当）受賞 
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・Japan Super Science Fair2020 参加、発表

・シル ラ２０２０ 参加、発表

・科学地理オ ンピ 本選手 国際地理オ ンピ 選抜大会 予選

参加、う ２ 一次予選通 、さらにう １ ル

・数学オ ンピ  １ 参加

・ ＳＳＨ校合 課題研究 ート発表会 １２ 参加、発表

・ 探究型学 課題研究発表会 １ 参加、発表

科学 部の部 理分野  地学分野 良

・ 内・ 会基 ーラム 参加、発表

・ 北地 サイエンスコミュニテ 研究校発表会 参加、発表

・ 年度 本 学会 大会高校生 ス ー発表 参加、発表予定

Ｂ 科学的コンピテンシーを伸長し、ＩＣＴ活用能力とコミュニケーション能力の向上、英語力の向上に 

向けた研究 

Ｂ ⑥「情報・科学コンピテンシー」の開設と ュラム開発

 成２ 年度、それまでの「情報・科学 テラシー」を発表能力等の向上に更に力を入れる く「情報・

科学コンピテンシー」に改めて実施した。 年実施していた は実施できなかったが の先生

に 作 や法 に する をいただいた。今年度は に発表活動に重点的に取り組み、発表を く 、

視点を い、発表会での活発なやりとりにつなげることができた。

Ｂ ⑦ＩＣＴ機 を活用する能力、コミュニケーション能力の育成

型コロ イルスの影響でオンライン の整 、 教 の整 が進み、学校 体としてＩＣＴ機

の活用が 回になってきており、教員生徒ともに機 扱いの 度が上がっている。

Ｂ ⑧英語力の向上と 外の高等教育校との交流、連携の 大

 ・ 型コロ イルスの影響で１１ に予定されていた 研修が中 になった。 年行っていた現地学

生との交流の機会を ったが、校内において「鶴南ゼミ英語発表会」を行い、英語による活発な質 を

開することができた。

 ・今回 めて ＳＳ に参加したが、その に き、 れない言 、 れないオンラインの中で

しながら とか 後まで向かっていき、参加生徒は大 な思いをしたが、 るものは大きかった。

Ｃ 理数体験充実のためのプログラム開発による広い視野を持った理数系人財を育成する研究 

Ｃ ⑨鶴南 アプログラムの研究開発

 ・ 型コロ イルスの影響で に予定されていた鶴南 アプログラムが中 となったが、 と

して１１ に 合 会 work life shift による 「地域活性化のために 内で 業する

意 」が実施され、地 、地域を作る人財について考えるきっかけとなった。

Ｃ ⑩ 中学校での理数体験充実と高等学校間での理数体験を共有するための研究（成果の公表・普 ）

 ・ ２年度ＳＳＨ生徒研究発表会（  オンライン）への参加

 ・本校生徒による 中学校での授業実践（英語ゼミ 学校 回、中学校１回）

 ・Japan Super Science Fair（１０ １ 、１１ 、 、１ ）へのオンライン参加 

 ・ ２年度 探究型学 課題研究発表会（１２ １ ）への参加（現地開 は中 ）

 ・ ＳＳＨ校合 課題研究 ート発表会（１２ １ ）へのオンライン参加

・ ２度 北地 サイエンスコミュニテ 研究校発表会（１ ２ ・ ０ ）へのオンライン参加

Ｃ 研究成果の 会への と発信（成果の公表・普 ）

 ・鶴南ゼミ中間発表会（１０ １ ）実施

  発表 は本校２学年生徒 員１ 。テーマ数はＳＳ探究 、ＨＳ探究 、 立 高等

学校２の合計 の ス ー発表を本校体育 および 場にて行った。

 ・鶴南ゼミ 体発表会（２ ）実施

発表 は本校２学年生徒 員１ と外部高校生２ 。 は１年生による ート大会

とステー 発表を本会 めて ト鶴岡で行った。ステー 発表のテーマ数はＳＳ探究 、ＨＳ探

究 の合計 。 後からは ス ー発表を本校体育 および 場にて行った。テーマ数はＳＳ探究

２、ＨＳ探究 １、 立加 高等学校２、 立 高等学校 の合計 。

Ｃ 大学・研究 を する研修（理数 ミ ー）の 充

・理数 ミ ー （ ２年 ２０ ２２ ）（理数科２年生対 研修）

 型コロ イルスの影響で中 し、 事業「数学ト プ ミ ー」を１２ ２ に実施。

・理数 ミ ー （ 年 １ ２０ ）（理数科２年生対 つく 研修）

 型コロ イルスの影響で中 し、 研修「鶴岡南高理数科・ 高理数探究科合 研修」を

１ １ に実施予定。
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Ｃ 大学・ 業と連携した研究実績を進 指導へ活用するための研究

 鶴南ゼミや科学部の研究成果や活動内容を進 実現に結びつけるための学校推薦型・総合型選抜の積極的

な活用と研究を行った。

 ２年度の主な進学実績 合計１

   工業大学 総合型 質理工学 １ 

   大学 総合型 国際資 学部１ 

        学校推薦型 教育 化１

立大学 総合型 国際教 １

外国語大学 学校推薦型 国際 会学部１ 

大学 学校推薦型（ 学部 １、地域教育 化学部１）合計２

大学 学校推薦型 人 学部２

教育大学 学校推薦型 教育学部１

立保 大学 推薦入  保 学部 学科１

岡 立大学 学校推薦型 学部１

大学 総合型 情報学部１

北学 大学 総合型 工学部１

大学 学校推薦型 学部１

明 科大学 学校推薦型 学部１

本体育大学 学校推薦型 体育学部１

Ｄ ＳＳＨ事業を推進するための評価・検証方法の研究 

Ｄ 評価・検証法の研究とＳＳＨ事業を効果的に運営するための研究

  ・発表会後の生徒の り り

   中間発表から 体発表の間に 分の成長を認めている生徒が多数おり、達成 ・ をもって活動に

ことができたようだ。

  ・１年を通した探究活動の り り

   １年生では「鶴南ゼミ（基礎）」の活動が次年度の 分の探究活動のテーマを めていくに たり、参

考になった、と多くの生徒が回答している。また、２年生では に行った２・ 年の合 ゼミでの先

からのア イスが参考になったと回答している生徒が多く、「鶴南ゼミ」の大きな流れはうまく回っ

てきていると考えられる。

  ・鶴南ゼミ中間発表会・ 体発表会における教員による生徒発表の評価

教員による生徒発表の評価に たり、教員の研修会を行い、評価基 の目 合 せを行った。 年度、

２ の 体発表 に行った研修会を今回は１０ の中間発表会 に実施することができた。目 合 せ

だけでなく、ルー 表や評価方法についての意見交 も行った。

  ・基礎アンケート調査の実施 

   成２ 年度 ２年度で 年度 を分 する中で、本校のＳＳＨでの取り組みや理科・数学に

する能力や ンス向上に対して、大きな期 を いて入学してくる生徒が年 増加していることが み

取れる。

  ・ＧＰＳテストの実施

   ＧＰＳテストでは つの思考力（ 判的思考力・ 的思考力・ 的思考力）を ることができる。

一 年度より取り入れたテストであり、今年度を含め 年間の結果が（資 Ｄ ）である。今年度は

年度までに て ね い結果であった。 確な分 のもと、次の取組につなげていく。

  ・卒業生追跡調査の実施

   成２ 年度卒業生（大学 修 課程修 を 定）および 成２ 年度卒業生（大学学部卒業を 定）

を対 に卒業生追跡調査を実施した。今回から はがきをやめて 回答のみの にしてみたが、

Ｓ Ｓを 用した も行っているためか、回答数はこれまでと大きく らなかった。

 Ｄ 運営指導委員会の開

  ２年度 １回 立鶴岡南高等学校ＳＳＨ運営指導委員会（ ０ ）

  ２年度 ２回 立鶴岡南高等学校ＳＳＨ運営指導委員会（２ ）

 Ｄ 報 の作成

 上記Ｄ の評価・検証を行うと共に、年度 に研究成果を報 としてまとめる。

  開発の  と 等 表

と

 理数 能を伸長させ、研究機 ・大学・ 業・ 体等と連携した探究活動の 化発 に向けた研究

 ・鶴南ゼミ の  
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  今年度、鶴南ゼミのマニュアルを作成し、探究活動についてある程度の枠組みを整えることはできた。課

題としては、他のゼミが今どんな活動を行っているのかが見えていないことや、校内での連携を充実させ

ることなどが挙げられている。これらに対して教員向けの「ＳＳＨだより」で情報提供、情報共有を図っ

ていきたい。また、まとまった活動時間を作り、活動の幅を広げることを目的に、学期に１回２時間連続

のゼミの時間の設定を考えていく。

 ・化学ゼミのシルク産業との連携 

  今年度、サイエンスと地域活性が重なる部分に着手できた活動を次年度以降も継続できるようにする。

Ｂ 科学的コンピテンシーを伸長し、ＩＣＴ活用能力とコミュニケーション能力の向上、英語力の向上に向け

た研究 

 ・台北市立建国高級中学との連携 

相互交流を更に進めていくためにどのようなことが出来るかを検討していく。 

Ｃ 理数体験充実のためのプログラム開発による広い視野を持った理数系人財を育成する研究 

 ・中高一貫校の開校へ向けた取組 

  中高一貫校の開校を視野に入れて、中学生へ向けた本校の取組を発信する機会を増やすことや、統合とな

る鶴岡北高校と今後どのようなことができるかを検討していく。

・外部発表機会の増加 

  研究内容の発信および発表内容や発表手法の研鑚をねらいとして、オンライン参加の選択肢も十分に考慮

に入れながら外部発表会への参加機会を増やす。

 ・学校推薦型・総合型選抜等への対応 

  国公立、私立を含めて、学校推薦型・総合型選抜の取扱いが、志望理由や活動実績のみならず、入学後の

研究活動に必要な学力の評価も大きく影響する傾向が出てきたため、探究活動と教科指導での思考力や判

断力、表現力等を意識させたＳＳＨにおける探究活動、普段の授業の質的向上や生徒への情報提供と指導

体制の確立が望まれる。

Ｄ ＳＳＨ事業を推進するための評価・検証方法の研究 

 ・各事業の評価方法の見直し 

２回の運営指導委員会でのご助言や今年度のＧＰＳの結果などを通して、１つ１つの取組のねらいや目標、

効果の重要性を改めて認識することができた。次年度は客観性を高めることを意識しながら、その１つ１

つの取組の評価法を改善し、目標に対する達成度等がより明確になるような工夫を考え、実践していく。

・鶴南ゼミの評価方法の改善 

学校設定教科『探究』の学校設定科目「鶴南ゼミ（基礎）」「鶴南ゼミ（探究）」の評価法について、発

表会以外の場面での評価の充実という視点で、先生方の意見をいただきながら改善を続けていく。

 ・卒業生追跡調査の改善 

卒業生追跡調査は次年度以降も継続予定だが回答率を上げるための手立てを検討する。

 ・中間評価への対応 

  中間評価を以下のようにまとめ、その対応について検討し、できる部分から実践する。

① 評価の客観性を高める工夫

  ② 発表会以外の場面における評価の充実

  ③ 理数科の課題研究の質向上のための時間・指導体制確保

  ④ 課題研究における生徒の主体的なテーマ設定

  ⑤ 多岐に渡る探究テーマの指導に対応するための外部人材の積極的活用とその際の連携方法の工夫

  ⑥ 校内研修等の組織的な取組の計画的な実施

  ⑦ 地域活性化ゼミのサイエンス色の強調

  ⑧ 各種コンテスト等への参加生徒の支援強化

  ⑨ 校内における成果の「継承」に資する取組の充実

  ⑩ 開発した教材等の積極的公開

  これらをもとに今年度の活動に改善を加えている部分もある。次年度以降もＳＳＨの活動が良い方向に向

かっていくように上記１０項目に十分留意しながら進めていく。
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 数 学 の 発展  

学 の の

学

学 発

学 の発展  

 の 発 の  

【 の の 】 
 位数を した 

  科目（現行の科目） 

 

学年 

位 

数 
 

新たに する科目 

   （ 分授業） 

 

学年 

位 

数 

普
通
科
理

 

社会と情報 １ ２  情報・科学コン テンシー １ ２ 

数学 数学 数学  

数学 数学  
１ ３ １８  数学 １ ３ １８ 

物理 ・生物  

化学  

化学 

物理・生物（どちらかを選 ） 

１ 

２ 

２ ３ 

２ ３ 

２×２ 

２ 

 

 

 

物理 

化学 

生物 

１ ３ １８ 

合的な探究の時間 

合的な探究の時間 

１ 

２ 

１ 

１ 
 

「鶴 ゼミ（ ）」 

「鶴 ゼミ（探究）」 

１ 

２ 

１ 

１ 

普
通
科

 

社会と情報 １ ２  情報・科学コン テンシー １ ２ 

数学 数学 数学  

数学  
１ ３ 14 17  数学 １ ３ 14 17 

物理 ・生物  

地学  

生物・地学 

１ 

２ 

２ ３ 

２×２ 

２ 

４ １ 

 

物理 

生物 

地学 

１ ３ １１ 

合的な探究の時間 

合的な探究の時間 

１ 

２ 

１ 

１ 
 

「鶴 ゼミ（ ）」 

「鶴 ゼミ（探究）」 

１ 

２ 

１ 

１ 

理
数
科 

社会と情報 １ ２  情報・科学コン テンシー １ ２ 

合的な探究の時間 １ １  「鶴 ゼミ（ ）」 １ １ 

課題研究 ２ １  「鶴 ゼミ（探究）」 ２ １ 

数学  

（１）目標 
数学における 本的な 念、 理・ などについての 的な理 を深め、数学的に考 し表現する能力

と 度を育て、 的な能力を高める。クロス リキュラムにより体 的な理 を深めるとともに、発展的

な内 を うことにより、理 的に考えて的 に 理し、 に表現する 度と能力を養う。 
（２）仮説 
 ａ 本校 自のクロス リキュラムや学 プリントの 自教材等によって、生徒が から応用まで なく

取り組み、また、本校数学科として一 した指導を 能にすることで、生徒の体 的な理 へと げる。 

 ｂ 学 プリントを 子化した 数学テキストを年度 めに したり「数学 リン ク」などの案内を

積極的に行ったりすることによって、発展的な内 へ取り組む生徒や数学に関する各種コンテスト等に参

加する生徒などが え、自発的に数学に取り組む が生まれる。 
（３）実践と成果 
 ａ 対 生徒と 位数 
  普通科１年生（ 位）、普通科２年生（ 位）、普通科３年生（理 位・ 位） 
 ｂ 要 
  ３年間を見通して、高校数学の内 を鶴岡 高校 自に 成し し、より効果的な が 能になるように

する。また、授業は 自に 成した学 プリントを使用し、発展的な内 にも取り組めるよう工夫する。 
 ｃ 評価の観点 
  ア の授業 度・学 、試験 果等 
   ・各種試験 果、授業でのアンケート、グループ学 での振り返り等の内 が 年度までに べて、どう

化しているか。 
  イ 各種コンテストへの参加者数・成  
   ・ 年度までに べて、参加者数が 加しているか。また、コンテストでの成 はどうか。 
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  仮説の検証 
  仮説ａについては、コロナ の影響を受け、授業時数の に対応する 、今まで使用してきた 自教材プ

リントの内 を に 査することで、 本の から応用力の育成まで 広く指導することができた。その

上で、 ジタル教科 やプロジェクタを活用した授業の実践に各教 が積極的に取り組んだ。また、その様

子を いに参観したり、数学科会 で情報 したりすることで、教員間の指導力向上にも がっている。

教員の に関するスキルア プを目的とした研 会を教科内で実 することができた。さらに、「大学

入試 通テスト」に向けて、 テストでは「思考力・ 断力・表現力」を 識した問題 成に努めた。 
  仮説ｂについては、自主的に発展的な内 へ取り組む生徒や、学 を進めていく中で関連 けられる内 に

り、内 の理 を深めていく生徒の様子が見られた。コロナ の中、数学 子 は中 となるものの、

ンラインで実 された数学 リン クの予選に参加した生徒がいたことは評価できる。 
（４）次年度へ向けての課題 
  より適切で効果的な リキュラムについて に継 して研究を進めていく。グループ学 など生徒 が積

極的に関われる学 活動が制限される中、より生徒が 実した学 活動が展開できる方 を検 していく。

クラウドサー スを 用した テストの実 や個々の学力の分 など、 の活用についても研 を重ね

ていく。「大学入試 通テスト」に向けた「思考力・ 断力・表現力」を 識した教材やテスト問題の 成を

次年度も引き き行い、深化させていく。 
 

 

（１）目標 
「物理 」と「物理」の にとらわれず を 的に学 することで物理の理 を深める。発展的な内

や協 的な観 ・実験などを 分に行い、 機 を効果的に活用した発表活動を積極的に取り入れる

ことで、高度な研究や探究活動の 地となる かな知識を させ、科学 の進展に対する興味・関心や

知識を活用する能力などを育成する。 

（２）仮説 
 ａ 学 指導要 の科目「物理 」と「物理」の 方にまたがる を、科目の にとらわれず 的に学

することで理 を深めることができる。 
 ｂ 動 と 力学 といった なる 間でも、 振動などの 通 については 有して学 すること

で理 を深めることができる。 
 ｃ 生徒が物理現 を 的にイ ージすることができるように、実物や実際の現 をできるだけ取り わせ

るとともに、視 教材や授業プリントの活用、 ごとのアクテ ラーニングといった ソドを効果

的に用いることで理 を深めることができる。 
（３）実践と成果 
 ａ 対 生徒と 位数 

１年生２ 位、２年生２ 位、３年生４ 位 
１年生では 員（193 名）が物理と生物を 、２年生（66名）と３年生（61名）が選 者による授業 

 ｂ 要 
  の組み えにより、 力学・ 力学 （物理 一部物理）、 の性質 （物理 物理）、 （物

理 物理）、 （物理）、 力学・ 力学 （物理）、 （物理 物理）、 子 （物理）の

に学 する。 を分野ごとに学 することで、 てた 合的な理 を目指す。 
 ｃ 評価の観点 
  ごとの内 を理 できたか。 授業での発表、 問題 、 テスト、課題テスト 
  「物理 」と「物理」を 合的に理 できたか。 授業での発表、課題 、模 試験、大学入試 
  仮説の検証 
  動 と については、まとまった を 的に学 することができ、 な効果が得られた。

また、 動 と 力学 、 力学 といった 間の 通 を 有して学 することで、物理現 を 視

して できるようになり、生徒の理 の深まりが見られた。 
  の活用においては、現 の 化を動 で したり、物理の授業ではないが探究活動（鶴 ゼミ）の

中で実験 ータを集 して 視化したりといった活動が有効だった。 
（４）次年度へ向けての課題 

物理が 員必 の１年生では、数学的な ローが必 となっている。 次関数・指数・ 角 など、その

取 いには の 地がある。３年生でも理科と数学が 得 な理 物理選 が今年は多くおり、物理を理

する 段としての数学の さにつまずく生徒がいた。 式の計 などへの物理的な 味 けが、物理の

理 向上に つだけでなく、数学への ローにもつながると思われる。 
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学  

（１）目標 
「 を した科目」と「 を さない科目」の にとらわれず、発展的な内 や協 的な観 ・実験や、

発表活動を積極的に取り入れ、 機 を効果的に活用した上で、 的に学 することで、高度な研究

や探究活動の 地となる かな知識を させ、科学 の進展に対する興味・関心やそれらの知識を活用

する能力などを育成する。 
（２）仮説 
 ・「化学 」「化学」の の にとらわれず、生徒の実情に合わせた の入れ えにより 的に学 す

ることで、化学現 に対する生徒の理 を深めることができる。 
・授業の中で発展的な内 や環境問題等を取り上げ協 的な活動、観 ・実験等を取り入れることで科学

の進展に対する興味・関心や知識を活用する能力を育成することができる。 
 ・ の教科（数学、物理、生物等）の内 と重 は を 提とする については学 内 や学 す

る時 を情報 し、必要に応 て 教科の 当者の協力の に （ ームテ ー ング）を実践するこ

とで効果的で効 的な指導ができる。 
 ・「 実験」「生徒実験」に加えて、実験の様子や化学 応の様子を 信されている動 を効果的に活用する

ことで、生徒の興味関心が向上し、理 が深まる。 
（３）実践と成果 

実践  
・学校 科目開 ８年目、現行の教育課 年目となった。今年度においても、 年の生徒の 学力（

に数学的な 養）、理 度の などを まえて をし、以 の様な を持たせ、生徒の理 度、

度等を した。 
・新教育課 化学 化学 をベースにしているが、生徒の実情に合わせた の入れ えにより、次の

ような を持たせている。 
 物質 と化学 応式 をベースにした てた指導 

以 、物質 を学 した に化学 を学ばせ、一部生徒の理 が深まらなかった を に、 物質 と

化学 応式 を 分理 した上で、化学 応式の係数の に う計 で 的な関係が できる「「物質 と

化学 応式」 「 と 」を した。」このことにより、中学の理科で化学分野を学んで１年間の ラ

ンクがある生徒に対して、中学分野で学んだことを しながら、高校での取り う新しい へ発展させ

ながらの指導が 能となった。しかし、 として数的 理の な生徒には内 の理 の には多くの

時間を要した。 

 機分野を理 分野とリンクさせた と実験・観  

機化学と 機物質の性質の分野では、一方的な知識の め みによる生徒の学 の を ぎ、興味

関心を持たせるためにできるだけ「 実験」や「生徒実験」を取り入れようとしたが、生徒実験を行うこ

とが わなかった。 が多い分野ではあるものの理 分野、 に 化 で学 した内 をリンクさ

せながら することで だった化学 の も ねることができた。 
また、教科 で取り上げられている 機物質の性質に関する実験や、 集で取り上げられている実験で、

教科 会社による動 信されている内 に関しては、 信サイトからの動 を授業に効 的に取り入れる

努力をした。 
 教科との連携を 識した進度 

昨年と 様に、数学で指数・対数を学び時 が経った に学 する「 と 」で取り上げる を求める

で必要となる常用対数の数的 理の指導、 に今年は、「化学 」「 中の化学 」で取り上

げる、 数、 数を求める で必要となる指数の数的 理の指導、「 体の性質」で取り う

とその 式が表すグラ の形 に関しては、 に数学的な知識の が い生徒について、数的 理、

グラ のイ ージがつかめない様子があった。数学の 当者と協 した を行いたいと考えていたが、

時 校による時数 などが で実 できなかった。 年度以 、 教科との連係についても重 してい

る学 分野に関する情報 を行い、より理 が深まるように 識した指導を心 けたい。 
成果  
・ 物質 と化学 応式 をベースにした てた指導により、以 より 的関係の計 でつまずく生徒は

したと思われる。一方、 として 位の 、 例、 例関係のグラ の理 等、数学的な 地が

なために、理 に多くの時間を要する生徒が年々 加している。この 向は今 も くものと思われる。 
 ・生徒実験をすることが わなかったため、 教材から見ることができる「実験動 」を するなどした。

それにより一 度の理 の深まり、興味関心の向上は見られたが、実際の実験 で得られる現実味には

及ばない。しかし、効果的に 用できる内 も多々あるため継 して研究を進めていきたい。 
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（４）次年度へ向けての課題 
・今年度の を活かすとともに生徒の （生徒の 学力（ に数学的な 養）、理 度の ）に対応

した リキュラムの なる  
・より効果的な「 実験」「生徒実験」「 信動 を効果的に取り入れた」の教材研究。 に を取り入

れた実験教材の開発。 
・継 した の教科（数学、物理、生物等）の内 と重 する についての効果的な指導方 や協力体制の

構築に向けた情報 や の実 に関する研究。 
 

 

（１）目標 
「 を した科目」と「 を さない科目」の にとらわれず、発展的な内 や協 的な観 ・実験な

どを 分に行い、発表活動を積極的に取り入れ、 機 を効果的に活用し、 的に学 することで、

高度な研究や探究活動の 地となる かな知識を させ、科学 の進展に対する興味・関心や知識を活

用する能力などを育成する。 

（２）仮説 
リキュラムの効 化と内 の 選を行うことで「生物 」「生物」の にとらわれず、 体としての授

業展開の れを構築できる。また、内 の 選に関しては取り上げるべき 目と、そうでない 目でかける

時間に をつけ、生徒も 識できるような形になる。１年生の「生物 」では学 に１ 、テーマを め

てアクテ ラーニングの授業を行い、これまでに学 した知識を活用する時間を けることで、思考力や

断力をつけることができる。 

（３）実践と成果 
 ａ 対 生徒と 位数 

１年 員２ 位 

２年理 ２ 位、２年 選 者２ 位、 

３年理 ４ 位、３年 選 者２ 位、３年 「 地学」選 者１ 位 

１年では 員が 生物を する。 

２・３年理 「生物」において、選 者による授業を展開する。 

２・３年 「生物 」において、選 者による授業を展開する。 

また３年は「 地学」選 者も１ 位だけ授業を展開する。 

 ｂ 要 
新教育課 「生物 」、「生物」をベースに学 する。学 分野の組み えにより 生物 を、 生の多

様性と分 、生 とその 、生物の体内環境、生物の 、 子とそのはたらきの に学 する。中

学の学 内 と「生物 」とのつながりや、 生物 と 生物 のつながりを考えて学 させることで、

てた 合的な理 を目指す。教材は「生物 」、「生物」の教科 を用い、適 図 やプリント、視

教材等で を行う。 

新教育課 においては探究的な内 が に重要視されているため、 実験を め実験をできるだけ行い、

理 を す効果の できる視 教材を用いる。 

 ｃ 評価の観点 
 ごとの内 の理 に関しては テストや課題テストの成 、提出物の内 等で 合的に評価する。

体的な理 は ンター試験や２次試験等の 、興味・関心においては実験や探究活動での取り組み を

合的に評価する。 
  仮説の検証 

生物においては２年次の理科の選 に関わらず、すべての生徒が 生物 を したことは、自

に対する興味・関心を引き出し、生物学的 的知識と 理的な思考力を養うために大 がある。２

年次では「生物 」の学 内 を まえて、 生物 の授業を展開した。学 する 番を 理することで「生

物 」と「生物」との関連性をより深く理 し、授業に むことができた。新 リキュラムでは教科 の

内 が大 に 加した。さらにコロナ により授業時間が大 に し、授業は教科 を進めることで 一

となり、 とんど をすることができなかった。しかし、授業の進行に集中することで進度を こと

ができた。 年度はできるだけ の時間を けるように心 ける。３年次の の問題 において、

を多面的に捉えるために様々な き方を実践できた。 
（４）次年度へ向けての課題 

コロナ で対面式の授業ができず、 とんどの実験や観 ができなかった。 年度は 人数でローテーショ

ンを組んだり、教員の人数を やして 々の教 で行うなど、実 に工夫が必要である。授業の人数も に

なってしまうところがあったので、 人数にしてクラスを分けるなどの対 をとる。また、授業展開の れ
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を構築する中で、中学の生物分野の内 と「生物 」、「生物 」と「生物」のつながりをより 実させ、

リキュラムの効 化と授業内 の 選で実験・観 の時間を に できるように努める。 
 

学  

（１）目標 
「 を した科目」と「 を さない科目」の にとらわれず、発展的な内 や協 的な観 ・実験な

どを 分に行い、発表活動を積極的に取り入れ、 機 を効果的に活用し、 的に学 することで、

高度な研究や探究活動の 地となる かな知識を させ、科学 の進展に対する興味・関心や知識を活

用する能力などを育成する。 
（２）仮説 

時 行で「 を した科目」と「 を さない科目」の学 を進めれば、地学的な現 をより深く理

し捉えることができるようになる。理 が深まった段階で実験・観 を行うことで、さらに深い理 へと

つなげることができる。また の活用により、目で見ることが 難な自 現 や地 史をより現実的に

ることができるようになる。 
（３）実践と成果 

ａ 対 生徒と 位数 
２年生  員２ 位、地学選 者２ 位 
３年生  地学選 者２ 位、生物選 者１ 位 

ｂ 要 
２年生の 員が「地学 」を通年学ぶ。２年時はは めに「 体地 とその 動」、次いで「 り わ

る地 」の で学ぶことにより地 に対する知識を深める。次いで３年時に「大 と海 」「 の構成」を

学ぶことで地 を取り く に大きい自 に対しての正しい自 観を養い、 に「自 との 生」を学ぶ

ことによって地 環境と人 の関わりについて理 を深める。それに加え、地学選 者は 時進行で に開

される２ 位の授業において、「大 と海 」「 の構成」を先取りして学ぶ。その上で、 員の授業が

「 り わる地 」の「地 と生 の進化」まで進んだところで、選 者は 当する「地学」の内 を学

する。「地 と生 の進化」の内 は地学 ・地学で学 する ての内 を 的に むものであるため、

地 の歴史の を学ぶことで、地学 体への理 が深まることが される。地学選 者はその ３年生

にかけて、実験・観 を えながら地学を学ぶことにより、さらなる知識の深化を目指す。また、 や

、環境等に関する内 では、教科横断的に地政学などの内 を い、現 の において地学的な内 が

どのように関 しているのかを 識させる。 
なお、 年度までは において、地学選 者は「地学 」と「地学」を 時 していた。 
地学選 者は教材は教科 「地学 」と「地学」を用いる。また、適 授業プリントや図表、問題集等で

を行う。 
学 にあたっては、大 模な実験 が必要な自 現 の 現や 山 等の地学現 や の地 の 、

で こっている 体現 など、実際に見ることが 難な について、スライドを用いた の提 や

動 などを積極的に活用して進める。 
ｃ 評価の観点 
部分的な内 の理 に関しては テスト、課題テスト、提出物の内 等で、 体的な理 は 通テストの

から 合的に評価した。興味・関心においては授業 度や実験の取り組み 、試験へ向けた学 の取

り組み で 合的に評価した。 
 仮説の検証 
今年度は上 のような れに した 年度にあたり、２年生が現 「地 と生 の進化」を 時進行で

中である。今年度は 時 校の影響で開 が れたが、進度としては 調に進むことができた。地学選

者は地学 の内 を し わっているため、「地 と生 の進化」についてもスムー にはいるこ

とができ、 に学んだ内 の にもなっているので、効果的に進むことができている。 の活用に

ついては、スクリーンへの教材 の 影、テレ 面への教科 の 影、教材動 の 生などを効果的に

使うことができている。 
年度までの れで進めた現３年生については、深い理 に 達できたかどうかははっきりとは言えない。

通テストの 果などからは地学選 者の うが得点できているが、有 な どではなく、 に時間をか

けた分である 能性が高い。 
（４）次年度へ向けての課題 

地学選 者に対し効果的な実験・実 を考えることが課題である。 した内 を 分に生かすことができ

る実験・実 を計 する必要がある。地学はスケールの問題で 内で 現できる実験が ないが、効果的な

実験を研究したい。 
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 鶴南ゼミ の 発展 

   
 

 数  数  数 

鶴南ゼミ（ ）  鶴南ゼミ（ ）  
学 の  

（鶴南ゼミ（発展）） 
  

鶴南ゼミ（ ）  

（１）目標 
２年次の「鶴 ゼミ（探究）」での探究活動につながるように 的な実験 、 ータ 理、情報検索、

プレゼンの 、レ ートのまとめ方等の知識を身に けるとともに生徒 のコミュニケ ションを通し

た課題 に取り組ませる。 
（２）仮説 

ａ 段階で理科の４ 域（物理、化学、生物、地学）の 的な実験 の の学 、 を用いた発

表の 本を学ぶことで自 現 を科学的、 理的に考 する能力の向上や科学 の学 に関する興味関

心が向上する。 、数学２ 域においてはテーマ から発表までの探究活動を体験することでプレゼ

ンの やレ ートのまとめ方を身に ける。社会科分野では様々な角度から地域社会が抱える問題につ

いての を通して考 を深めていくことが出 る。 ベート活動を通して物 をしっかりと理 した

上で、 理的思考、 的思考をし、相 と する力を身に ける。 
ｂ 情報機 の活用方 や効 的な情報検索方 の 得により、 広い探究活動を展開していくことができる。 
ｃ 年間を通 た取組を通 て２年次の探究活動のテーマ や活動に、 りなく 行することが出 る。 

（３）実践と成果 
ａ 学 計  
ア 科目名 「鶴 ゼミ（ ）」（１学年 生徒対 ） 

  イ 位数 １ 位（ 校時） 

  ウ 形 ・内  

各科目３コマ 教科 ベート コマ ２４コマの で行う 

要は以 の通り 

 

 科目 要 

１ 物理 
有効数 の考え方と実験等における数 の取り いを学ぶ。 

タイマーを用い 度よく を う方 を探り、 数 の 理における有効数 の影響を学ぶ。 
果と理 との の を探る。 

２ 化学 
２年生からの 化学、鶴 ゼミの学 ・実験計 ・レ ートの 成等に がるように、次のような活動をする。 

・ 品や 品など、身 な物質に化学物質が まれていることを めて知り、それについての調べ学 を行う。 

・化学物質の表し方が 数あること（分子式、構 式、 性式など）を理 する。自分が調べた化学物質についてまとめ、プ

レゼンテーションをする。また、発表に対する質問や 見などをもちより、 ス ションする。 

３ 生物 

次のことを主な目的とし、２年生での探究活動の際にスムー に実験を行うことができるようにする。 
・ でミクロの を見て、普段では がつかない発見の中から、自 に対する興味・関心を引き出す。 
・ 的な観 実験を通して、スケ の やレ ートのまとめ方を学び、実験の 果から自 の について考 できる

力を養う。 
・サンプル 集からレ ートの提出までを実際にやってみることで、研究活動における一連の れを経験する。 

４ 地学 
・エラトステ スが行った地 の大きさの を学び、 い方 を用いて地 の大きさの を行うことで、地 のスケ

ールを実 するとともに、工夫次 で 知することが難しいスケールのものを 能であることを体験させる。 

・グーグルアースとグーグルス イを使って地 のスケールを体験し、正しい自 観を身につけるための 地を る。 

 ベ

ト 

ベートを通 て、今 で必要となる「思考力」「表現力」の育成をめざす。 体的な目標としては の 点である。 

 自らの主 を 理的に構成する 理的思考力を養う。 

 必要な情報や を 集、 理し、多角的に分 する力を養う。 

 自らの主 を的 に表現することができる。 

 相 の主 を正 に理 して聞くことができる。 

 社会問題に対して興味・関心を深める。 

 数学 

２年生で行う探究活動の導入として、 
 身の りにある数学 
 社会生活と数学 
 数学の発展と人間の活動 

の観点からテーマを１つ選んで、そのテーマに必要な 知識の 得と考 、発表を行い、テーマ から発表までの探究活

動の れを経験させる。 
評価・指導者評価をもとに自 評価させ、２年次の取り組みに がるようにする。 

  ２年生での「 研 」、「鶴 ゼミ発表会」でのプレゼンテーションをより効果的に行うための 力（テーマ 力、リサ

ー 力、分 力、 での発表力、質 に対する応 力）を身につける。 
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ｂ 評価の観点 
各科目で 成してもらった「関心・ ・ 度」「思考・ 断・表現・ 能」「知識・理 」の３観点に関す

る活動内 に した評価 目により評価を行う。 
ｃ 仮説の検証 
各分野において、（２）仮説 を実現するためにテー

マを した。 
ベートについては 体でやり方を学んだ上で実際

に試合を行った。各クラスでの予選、クラス 表 ー

ムによるトーナ ントを経て、鶴 ゼミ 体発表会で

は１ ２学年、 の方等の で 勝戦に んだ。

年度 様、 ベートを通 て 観的・多角的な視点

や 理的思考力、表現力を養うことができた。 勝は

２ ームによるものであったが、クラスでの予選から

を重ねるにつれ、 ・質 ともに ラ シュア

プされ した ベートとなった。 
ゼミでは、「鶴岡の 力を外国の人にプレゼンす

る」というテーマで 力、課題、 を めてプレ

ゼンした。プレゼンの 指導も行い、 ゼミだけ

でなく のゼミにおいても効果がみられた。 
数学ゼミでは、 年重要性が している 計学を い、

身 な を 計的に見る目を養った。 
理科（物理・化学・生物・地学）ゼミでは、それぞれの

分野での実験・観 を通し、専門的な知識の一 に

れ、 行して仮説・ 果への進め方、研究の 方と観

ータの 理方 を学んだ。 に生物のミクロな視

点や地学のマクロなスケール には生徒の 観の

を った が から される。 
ゼミでの の生徒のプレゼン、２年生のゼミ探究

での発表に参加することで、聞く （ の人の考え

方への や する視点など）にも良い影響が出て

いる。 
（４）次年度へ向けての課題 

・時間が３時間ということで、時間 を 念する が

多かった。 い時間でより 実したものとなるよう、

内 の 選を行うことが重要と る。 
・今年度は、実験 を使わない実験や、グループではな

く個人での発表をするしかなかった場面が多かった。

年度の情 にもよるが、グループでの ス シ

ョンや活動を取り入れていきたい。 

鶴南ゼミ（ ）  
  1組 2組 3組 4組 5組 

1 5/21

 

・鶴 ゼミ イダンス（鶴 会 ） 

2 5/26  化学 生物 地学 数学 

3 6/2  化学 生物 地学 数学 

4 6/9  化学 生物 地学 数学 

5 6/16 物理  化学 生物 地学 

6 6/23 物理  化学 生物 地学 

7 6/30 物理  化学 生物 地学 

8 7/14 数学 物理  化学 生物 

9 7/21 数学 物理  化学 生物 

10 8/25 数学 物理  化学 生物 

11 9/1 地学 数学 物理  化学 

12 9/8 地学 数学 物理  化学 

13 9/15 地学 数学 物理  化学 

14 9/29 生物 地学 数学 物理  

15 10/6 生物 地学 数学 物理  

16 10/13 鶴 ゼミ中間発表会 

17 10/20 生物 地学 数学 物理  

18 11/5 ２年鶴 ゼミ 発表会 

19 11/17 化学 生物 地学 数学 物理 

20 11/24 化学 生物 地学 数学 物理 

21 12/1 化学 生物 地学 数学 物理 

22 12/8 ベート 

23 12/15 ベート 
ベート 
ベート 
ベート 
ベート 

24 12/22 ベート 
ベート 
ベート 
ベート 
ベート 

25 1/12 ベート 
ベート 
ベート 
ベート 
ベート 

26 1/19 ベート 

27 1/26 ベート 

28 2/2 ベート 

29 2/4 鶴 ゼミ 体発表会 

30 2/16 次年度鶴 ゼミにむけた イダンス 

【鶴南ゼミ（ ） の発 の様子】 【鶴南ゼミ（ ） の様子】 
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鶴南ゼミ（ ）  

（１）目標 
自分の興味関心のある分野で自らテーマを し、探究していくことで、主体的に学 に取り組む を育

成するとともに学問の しさや 深さに かせる。また、発表会に関わる部分では研究内 を スターに

まとめるレ ート 成能力、および大 の人の で発表するプレゼンテーション能力の育成を図る。これら

の活動を通 て進 実現への 識を高める。 
（２）仮説 

ａ １つのテーマを深く探究する課題研究を通して、調査計 ・実験計 の て方、調査・実験の進め方、

果の 理方 やまとめ方に関する能力が高まる。 
ｂ 調査・実験 果を発表、見学することを通して、プレゼンテーション能力とともに の研究の内 や

について する能力や表現力が高まる。 
ｃ 各種取組を通して生徒の科学リテラシーと課題 能力を することができる。 

（３）実践と成果 

ａ 学 計  

ア 科目名 「鶴 ゼミ（探究）」（２学年 生徒対 ） 

イ 位数 １ 位 

ウ 内  

生徒は１年次の３ に、ゼミ 当者の説 を聞き、 し研究するゼミを する。 
本校各教科教員が中心となり、各ゼミを構成する。各ゼミは、４ 当 にグループまたは個人の探究テー

マを する。 したグループ・個人から探究活動を開 する。その探究活動や内 をまとめたものを、

１ の中間発表会で スター発表する。さらに中間発表会をもとに選ばれたグループが１１ の海外研

（ 市 国高 中学）で発表し、研究 する。その際、 ですべてプレゼンテーションする。

２ の 体発表会では、中間発表会のものを ・深化させて、 スターまたはプレゼンテーションソ

トを用いた発表を行う。 
今年度は「鶴 ゼミマニュアル」を 成し、 ータの り方や 理の 方、まとめ方について生徒・指導

者の情報 有を図った。 
 

 
 

【 鶴南ゼミ 】 
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ｂ 評価の観点 

ア 発表 スター・ の内  

・活動内 を適切に聞き にわかりやすく、 をまとめ、発表 スターは 成できたか。 

イ 発表 

・探究活動の成果と実 の内 を ててまとめ、聞き が理 しやすいように発表できたか。 

ウ 関心・ ・ 度 

・自分たちの 点・テーマに対して、探究活動のねらいをよく理 し調査・実験し、 的に取り組ん

だか。また、 の発表者の発表を に聞き、理 ・ することができたか。 
これらの 目について取組 、自 評価表、提出レ ート等を 合的に 断し、その取り組みと実践・成

果・まとめに対して、 当教員が評価する。 
今年度は１ の中間発表会 に評価のための校内教員研 会を実 し、目 合わせを図った。 

ｃ 仮説の検証 

・ ａについて、まず今年度は新型コロナウイルスによる影響で、スタートが ２ れた。また、１

１ に予 されていた海外研 は国内研 に となったため、 の発表の機会として例年海外研

に行っていたリ ーサルの場を、今年度は 発表の本番として した。 
 活動の様子や発表内 を見ると、指導者の 言を受けながら、調査計 ・実験計 の て方、調査・実験

の進め方、 果の 理方 やまとめ方の能力が高まったと考える。１ の中間発表会から２ の 体発

表会にかけて、中間発表会での指 を受けて内 や を し、より進化した発表になっているグルー

プが多かった。 は みや 課 の時間を使うなど、課外に多くの時間を やすグループが多かっ

たが、それだけ発表に対して に取り組んでいた の表れとも言える。 
また、今年度は対外的に活動したグループが え、校内に まらず探究の成果を地域に発信していく

ができつつある。 
・ ｂについて、 スターやプレゼンテーションの内 は、１ から２ にかけて向上したグループが

多かった。 果が 体化するにつれ、「もっとこうしたらいいのではないか」「こういったことは考えら

れないか」といった部分に くようになり、活動に対する もより積極的になっていった。ただ、こ

れらの生徒の を 観的にどう評価するかにはついては課題が る。 
・ ｃについて、年々発表の場における質問の 数・質が向上してきている。 体発表の場で すること

なく質問できる生徒が え、質問内 も発表の を捉えた上での 的なものとなっている場合が多

く、そうした が醸成されてきている。 
（４）次年度へ向けての課題 
 ・ 観的 ータを取得するにはどうすればいいか、 ータ

取の際に すべきことはどのような部分か等につ

いてはまだ の 地がある。「鶴 ゼミマニュアル」

を 成したことで、 に ータ 理については 計 理

を行うグループが えるなど一 の成果はあったが、ま

だまだ活用しきれていない。 
・生徒の評価をする際の教員の目 合わせがまだ 分

である。今年度は研 会を行ったことで、ある 度観点

の目 合わせができた上で評価に むことはできたが、

体発表会の評価シートからは、まだ教員間でばらつき

がある。個 の観点が入ることは必要な 面もあるが、

評価の 観性を考えると ましくない部分もあるため、

が必要である。 
 ・上学年からの継 （今年度のように引継ぎ会の実 ）。

生徒の興味関心に合わせつつ、継 研究になるものを っていくことも必要。 
・本校の ゼミや 高校との連携。地域の方を き んだ発表会のあり方の検 。 

 

鶴南ゼミ（発展）  

（１）目標 
１、２年次の探究活動によって育まれた物 を探究していく で教科の学 や進 実現の取組に向かい、

グループ活動等を通 てより深い思考を目指すとともに 識やプレゼンテーション能力の を図る。 
（２）仮説 

ａ 発展的な問題や課題をグループで学び発表する活動を通 て、コミュニケーション能力や表現力、思考力、

【鶴南ゼミ 発 の 】 
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課題 能力が高まる。 
ｂ １ ２年次に探究した内 を進 実現につなげるための研究を行うことで進 識が高まり、 果として

進 実現を図ることができる。 
（３）実践と成果 

ａ 学 計  

ア 科目名 合的な学 の時間「鶴 ゼミ（発展）」（３学年 生徒対 ） 

    イ 位数 １ 位 

    ウ 形   ゼミ イダンス ゼミの ゼミ の探究活動 
    エ 内  

ゼミ 内  

国

 

上 国  入試問題から物 の本質へつなげる。 

標 国  ・ では ア ークを繰り返しながら めをし、知識を活用して を読み思考力を

養った。 

数
学 

数学  グループ学 の形 で進める。数学 分野の問題に対してグループ内で しながら理 を深化

させていく。また をプレゼンテーションし、 見 のうえ 体で考え方を 有する。 

数学  
グループ学 の形 で進める。数学 ・ 分野の問題に対してグループ内で しながら理

を深化させていく。また、 をプレゼンテーションし、 見 のうえ 体で考え方を 有

する。 

  
度 クラスに分かれ、グループで Opinion Writing の の入試問題を使った 見 成 グ

ループ内での 有 分 正 体での発表、という活動を通 て、問題の理 力、 理的思

考力、表現力を養った。 

学問研究 

・自 分 をし、 の学部・学科研究とそれを実現できる大学を研究・調査する。それに っ

た 理 成の研究や 問研究、面 研究をし、進 実現を目指す。 
・ 学部・学科で学ぶ分野について の を読み、グループで読んだものの要 を発表し

などについて し合った。 
   b 評価の観点 

ア 関心・ ・ 度 

・各活動のねらいをよく理 して 的に取り組んでいるか。 までの思考の が適切か。 の人の

や発表を考 し、 見 できるか。 

    イ 発表 

      ・自分の までの思考の を、 の人に理 できるように発表できたか。また、質問や 見に対して

応対できたか。 
ｃ 仮説の検証 

   ア 通するテーマを持つ者での学 活動であるから、グループ内で教えあい、 しあう ・環境がで

きあがり、質問や 見 するコミュニケーション能力や表現力の向上に がった。 
イ の人の 見や発言を聞くことで ・ 得するだけでなく、 なる考え方を理 できる思考力や課題

に応用する能力も高まった。 
ウ み時間にも問題について する様子が見られた。学 ・目的、学ぶこと・理 することへの

しさ・ びが向上し進 識が高まった。 
エ 学問研究ゼミではグループ内での対 を通し自 理 と 者理 が相 に影響し、深い自 分 につな

がった。 の を 数 きあげ 合型選抜入試に合 する生徒なども現れた。 
（４）次年度へ向けての課題 

ア 学問研究ゼミでは理 学部 者の する進

に対する深い理 と実践の なさが られた。

２年時に取り組んだゼミと する進 に 的

な関係が なく高校時 の取り組みを に大学で

の研究につなげることができなかった。２年時の

ゼミ活動の 良も必要と思われる。 
  イ 集まった集 に合わせた 体的な目標 と、目

標達成のための課題開発、 選が必要である。その

ための指導 は 年、研究・実践しなければならな

い。 
 

【鶴南ゼミ（発展）数学の様子】 
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 鶴南ゼミ の  

（１）目標 
先 企業や研究機関をは めとし、様々な が集積する鶴岡市のサイエンスパーク構 と本校の探究活動

「鶴 ゼミ」の 合による新たな地方 生 ルの提 を試み、地域や 本の抱える課題や問題を発見し

する 地方 生 に するイノベーションシステムの構築 を う 人 の育成を目指す。この取組を

本校が中 となり の高校と協 した活動に発展させ、今 年計 で自 体に 地域活性プラン 地

方 生プラン を提言する力を身につけさせる。 
（２）仮説 

ａ 地域活性化について探究活動を進めていくことで地方 市の抱える様々な課題を自分自身のテーマとし

てとらえ、大きな視点で物 に対応する を身につけることができる。 
ｂ サイエンスパークやバイ ベン ャー企業、先 研究機関等と連携した探究活動に取り組むことで科学に

対する探究心を高めることができるとともにアントレプレナーシ プが醸成される。 
（３）実践と成果 

ａ 実践内 （ は地域活性化ゼミの活動、 は化学ゼミの活動） 
  Raise  

   は を 用して自分達で取材した観 ス ト、 の を行う活動。１ からは庄内地

方の 化を え、発展させていくための 業の計 も 行して行った。 理をレトルト 品のよう

な形 で庄内出身の人たちに する 業を計 し、 的には市 へ提案という形で わった。 
  鶴 の の  

   地域の 力発信の活動。スマ アプリを自分達で 成し、取材調査や広報普及まで 広く活動した。活動

にあたっては マ タ イン株式会社の 本 からアドバイスをいただき、進めることができた。 
  鶴 Makes you happy  

   地域の 力発信の活動。鶴岡 の に対し、 かく取材を行い、 s a a を用いて情報発信を行っ

た。 行して やイラストを用いた２つの リジナルマ プを 成した。活動にあたっては鶴岡

商 振興組合の からアドバイスをいただき、進めることができた。 
  の  

   地産地 をテーマとした活動。鶴岡市の 地区と 島地区の 材の ニューで地 材の良さや新たな

調理方 を知ることで地 の良さを 発見してもらう。鶴岡市の 「 a a」さんから多大なるご

協力をいただき、 度も ち合わせを重ね、実際に１２ の１ 間の 間限 で ンプレートラン とし

て していただいた。また、その際、生産者さんを取材して 成したパン レ トも した。 
  の  

   地域 をテーマとした活動。 問 に 点を当て、鶴岡市における 問 の現 、課題等について

調査を行った。より多くの方々に 問 について 知してもらうために スターを 成した。 
 

 
 

【 の の の様子 展 】 【 発 】 
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  発  

   シルクタンパク質についての研究。化学的探究だけではなく、シルクの歴史を学び、実験を重ねて有用な

物質であるシルクタンパク質の実用化を計ることで多角的な学びを目指し活動した。鶴岡市主催「鶴岡シ

ルクプロジェクト」への参加、鶴岡シルク株式会社さんからのご協力、山形大学工学部鹿野一郎先生から

のご指導、鶴岡工業高等専門学校飯島政雄先生からのご指導と、関係機関と連携しながら進めることがで

きた。 
 ｂ 評価の観点 
   ・地域の抱える問題を自分自身の問題として捉えることができたか。 
   ・探究活動を進めるにあたっては関係者、関係機関と適切に連携することができたか。 
   ・新しいことに対して失敗を恐れず試行錯誤を繰り返すことができたか。 
 ｃ 仮説の検証 
  今年度の地域活性化ゼミの活動は新型コロナウイルスの影響でイベント中心ではない取組を行わざるを得

なかった。その中で生徒が自分達で考えながらそれぞれの活動を工夫しながら進めてきた。昨年度までは連

携ありき、の考え方が強かったために、大人の影響が大きかったが、今年度は必要な時に自分達でアドバイ

スを求めに行く、という進め方にしたので、うまくいかない場面も見受けられたが、主体性の涵養という面

ではこれまで以上に効果があったことが生徒個々の振り返りから読み取れる。活動の中で関わった大人の

方々としっかり向き合って応対できたことは、地域課題を自分の問題として捉えることができた証左である

と言える。必要なソーシャルスキルやマナーを身につけたり、地域を支える大人の思いを聞くことができる

ことは生徒にとって非常に実のある経験となっている。活動の中で参加した「やまがたイノベーションプロ

グラム 2020」では「＃庄内 Raise プロジェクト」のグループが地区の予選を勝ち抜き、本戦では努力賞（３

位相当）を受賞することができた。 
そして、今年度、新たに化学ゼミで鶴岡市のシルク産業

に関わる活動を行った。シルクという地域と関わりの深

い教材を用いることで歴史を知り、先人の知恵や努力に

対する畏敬の念を醸成するとともに、シルクからタンパ

ク質（高分子化合物）を学ぶことで知識の広がりや地域

への親しみにつなげることができ、サイエンスと地域活

性の両輪で活動することができた。 
これらのことから仮説ａ、ｂの正当性は高いと言える。 

（４）次年度へ向けての課題 
 ・地域活性化ゼミの生徒主体の活動は良いのだが、活動が

どこまでも際限なく広がっていき、学校の授業時間外に

それぞれのグループが活動するケースが多くなってい

る。 
・調査をして、情報発信やプランの提案をするところまでは行くのだが、その次の段階に行く、というのは限

られた時間の中ではなかなか難しい。先輩達の取組をそのまま引き継ぎながら自分達の色も出していくこと

ができれば一番良いのだが、次年度になればまたそれぞれ違う思いを持った生徒が集まってくるのでこれも

また難しい。 
・シルクについて、鶴岡市の企業とシルクを使った商品の開発を模索しており、高校生が発信する地域活性化

としてどのように進めていくことができるか。 
・シルクについて、鶴岡市の歴史と養蚕の関わりから地歴科との横断的な学びを実現できないかを模索する。 

 
 学 の 発展 の  

（１）目標 
研究成果の国内学会での発表、また、海外研究機関での発表も視野に入れながら、様々な場面で積極的に発

信していく活動を通して、生徒の主体性の向上を図る。また、自分達が地域の理数教育のリーダーとなり、

裾野を拡大・発展させるべく成果の普及に取り組む体制を構築する。 
（２）仮説 

ａ 各種発表会で研究成果の発表を行う機会を多く経験することにより、プレゼンテーション能力やコミュニ

ケーション能力の向上、研究の質の向上を図ることができる。 
ｂ 大学等の高等教育機関との連携により恵まれた環境のなかで活動を進めていくことで、貴重な経験を積み、

科学に対する興味関心をより深く強いものとすることができる。 
（３）実践と成果 

今年度は科学部の部員数において３年生が２名、２年生が１４名、１年生が１２名と合計２８名と例年以上

【 の様子】 
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に、科学部の活 化が数 として表れている。３年生の 立 がオンラインという形になったが、全国総

合文化祭高 大会に参加、物理部門で発表を行った。１２ の探究型課題研究発表会がコロ 感 止の

で中止となり、高文 科学専門部は１ にオンラインで発表・ を行った。物理部門において最優秀賞

を受賞し、 年度の全国総合文化祭和 山大会への 権を することができた。最優秀賞を したの

は４年 りである。高文 科学専門部地学部門においても優良賞を受賞できた。これで全国総合文化祭の

が１１年 続となり、 科学部門が全国総合文化祭に 立されてから 年参加していることになる。ま

た、今年度は 大学 生命科学研究 研究生の２年生の小林怜奈が８ にオンライン形 で行

れた高校生バイオサミット in鶴岡にて鶴岡市長賞を受賞することができた。 
 
鶴 ミにおいて外部研究 ・教 と をしている部分は生徒数６１ テー 数１６である。 

  大学 生命科学研究  ２テー  
「ク ムシの 物 の探 」 

全国ＳＳＨ生徒研究発表会、バイサミット in 鶴岡、山形県ＳＳＨ校合同課題研究リモート発表会
で発表 

    「 が ル オの の 化に える 」 
鶴岡工 高等専門学校 ５テー  
「 スピーカーに る ーム 止システムの開発」 
「 と くロ ット「c a」 日への挑戦 」 
「 テン グリティ 」 
「 で１０分を で５分は大 夫 」 
「 の しい い は 」 

 山形県水産  １テー  
  「この って でし う と 」 
   令和３年度日本水産学会春季大会高校生ポスター発表で発表予定 
山形大学 学部 ６テー  
「この って ですか 「つやのあるト ト」と「つやのないト ト」の 」 
「 の 生産に す の 」 
「究 のサ イモを たい 」 
「つや も 中 」 
「 クリーンエ ル ーになれる 生物と な 物を いた発 」 
「 市 水 理 におけるコリスチン の 」 
 ＪＳＳＦ、庄内・社会基盤技術フォーラムで発表 
東北 文科大学 １テー  

    「 ップの 成」 
   鶴岡工 高等専門学校と山形大学工学部 １テー  
    「シルク 力発 プロ クト」 
     やまがたイノベーションプログラム 2020、シルクノチカラ 2020、東北地区サイエンスコミュニテ

ィ研究校発表会で発表 
（４）次年度へ向けての課題 
全国での受賞は 成２３年全国総合文化祭富山大会文化 長 賞、 成２４年全国総合文化祭長 大会

賞、 成２５年日本学生科学賞 理工学 賞以 ていない なので、 年度は全国区での活 を

して準備を めていく。また、全国総合文化祭への が１１年 続となっている。次年度も を めて、

１２年 続 という に向けて らせたいと えている。 
また、今年はコロ の で生徒 の発表の が り、研究成果を することができなかった。オンライ

ン形 での発表が と であったが れなとこ もあり、 な参加ができない面もあった。 年度

もオンラインでの発表の 会が えることが予 されるので、 の準備をしっかりし、発表の を確 し

たい。 
また、鶴 ミにおける高等教 と している生徒 は して外部発表会等に し、発表してお

り、本校の探究活動の となっている。 き続き高等教 との を 化していきたい。 
 

 ン 参加 加に た  

（１）  
国際科学技術コンテストや科学の甲子園への参加生徒を 加させ、上位 賞に がる を 大する。

に上位 賞に がる うに学習会等の を 実させる。 
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（２）仮説 
国際科学技術コンテスト等への参加に向けた生徒の活動を通じて、科学リテラシーとコミュニケーション能

力を向上させることができる。 
（３）実践と成果 
・化学グランプリ ２名参加 
・全国高等学校総合文化祭 ３名参加、発表 
・第１０回バイオサミット in鶴岡 ２名参加、発表 
計画発表部門 鶴岡市長賞 ２年 小林怜奈 
・全国ＳＳＨ生徒研究発表会 １名参加、発表 
・科学の甲子園山形県大会 １チーム（８名）参加 
総合４位 
・山形県高校生英語ディベート大会 
１チーム（６名）参加 

 ・やまがたイノベーションプログラム２０２０ 
２チーム（６名）参加 

  努力賞（３位相当） 
２年 野澤賢史、菅紫の、疋田夏海 

 ・Japan Super Science Fair2020 ５名参加、発表 
 ・シルクノチカラ２０２０ ３名参加、発表 
・第１５回科学地理オリンピック日本選手権兼第１８回国際地理オリンピック選抜大会山形県予選 
９３名参加、一次予選通過２名 ２年 小野颯太、野澤賢史、うち野澤賢史が銅メダル受賞 

・数学オリンピック １名参加 
・山形県ＳＳＨ校合同課題研究リモート発表会 １２名参加、発表 
・山形県探究型学習課題研究発表会 １９名参加、発表 
科学専門部の部 
 物理分野 最優秀賞 ２年 佐藤凌、富樫拓海、冨田樹、五十嵐啓太、石川詩乃 
 地学分野 優良賞 ２年 川村祐毅、佐藤快晟、野澤賢史、三浦龍星 

 ・庄内・社会基盤技術フォーラム ５名参加、発表 
・東北地区サイエンスコミュニティ研究校発表会 ８名参加、発表 
・令和３年度日本水産学会春季大会高校生ポスター発表 ６名参加、発表予定 

（４）次年度へ向けての課題 
 ・多くのコンテストや発表会が中止になった中であったが、例年と同程度の活動を行うことができた。その要

因の一つとしてオンライン開催の様々なイベントに参加することができたことが挙げられる。今回初めての

参加となった立命館高校主催の「ＪＳＳＦ」はオンライン開催だったからこそ参加しやすかったという側面

もある。次年度以降も外部発表会やコンテストはオンライン参加という選択肢もあることを踏まえて活動を

していくことが重要である。 
 ・「科学の甲子園」は担当教員と生徒が一丸となって相当準備をして向かったが全国には届かなかった。しか

し、確かな手応えは感じており、次年度以降も工夫して挑戦し続けたい。 
 

【やまがたイノベーションプログラム 2020に参加】 【シルクノチカラ 2020に参加】 

24



Ｂ 科学的コンピテンシーを伸長し、ＩＣＴ活用能力とコミュニケーション能力の向上、英語力の向上に向けた

研究 

本校生徒の実態に即した独自教材、学校設定科目のカリキュラムの開発により、全ての生徒の科学的コンピ

テンシーを伸長させ、ＩＣＴ機器を活用する能力、プレゼンテーション能力を含むコミュニケーション能力

を向上することができる。また、海外の高校との継続した研究内容等の交流により、グローバルな視野を育

み、世界で活躍する『人財』を育成できる。 

Ｂ－⑥ 「情報・科学コンピテンシー」の開設とカリキュラム開発 

（１）目標 
「情報コンピテンシー」では、ＳＮＳが発達した社会をより良いものとするため、情報モラルを守り、端末

機器を活用して課題解決の情報収集と加工・発信を行い、日本語と英語でのプレゼンテーションにより環境

適用能力が高まるような判断力の育成と活用能力の向上を目指す。 

「科学コンピテンシー」では、科学分野の発展の歴史を学習し、基礎研究の重要性を理解し応用研究の汎用

性を創造・創作する取組の中で、科学的な視点に基づいてデータの分析や検証、考察ができる能力を養うた

めのカリキュラム開発、教材開発を進める。特に人類の命に関わる「自然災害」については、防災と減災の

観点から理想の社会を科学的に表現する能力の向上を目指し、重点的に取り組む。 
（２）仮説 
ａ 授業実践により情報の収集、処理についての能力が高まる。その際、インターネットなどを利用する場合

のマナーやネット上の危険に対する知識と態度を育むことができる。 
ｂ 授業実践により調べた情報をパワーポイントやワードなどに簡潔にまとめ、効果的に伝える力を高めるこ

とができる。 
ｃ ノーベル賞受賞者や大学教授の講演などを聴講することで科学や防災に関する意識を向上させることが

できる。 
（３）実践と成果 
ａ 学習計画 
ア 科目名 情報・科学コンピテンシー 

イ 単位数 ２単位 

ウ 形 態 講義、調べ学習、発表、講演の聴講 

エ テーマと内容 

＜講義、調べ学習、発表＞ 
・「自己紹介」の作成・発表・相互評価・・・パワーポイントの基本操作と技術 
・情報セキュリティーについて・・・座学とインターネット 
・「ワード」による文書作成・・・ワードの基本操作 
・アカデミックスキルアップ①「災害と防災」の調べ学習・発表・相互評価・・・「自然災害」 
・アカデミックスキルアップ②ポスター化・・・自然災害のスライドから１枚のポスターを作成する。 
・アカデミックスキルアップ③英語版ポスター作成・・・自然災害のポスターを英語で作成する。 
・「エクセル」による処理①（関数を使用したデータ処理と複数の関数を組み合わせたデータ分析） 
・「エクセル」による処理②（グラフ作成）・・・収集したデータの活用 
・３年生激励ポスター制作・・・激励会に合わせて１年生が応援メッセージを３年廊下に掲示 
・情報社会探究・・・ニュースや出来事について調べ、ポスターを作成しグループ内で発表する。 
＜講演会＞ 
防災講話（３月３日） 

『続発する地震・水害─地元の災害を知り備える─』 

講師：鶴岡工業高等専門学校 澤 祥 教授 

※講師の先生の体調不良により令和２年度の実施については中止となる。 

ｂ 使用教材 
ア 教科書「見てわかる社会と情報」（日本文教出版） 
イ 副教材①「ケーススタディ Ver14 情報モラル」（第一学習社） 
ウ 副教材②「情報のノート」（日本文教出版） 
エ 講演に関するプリント（講演時に配布） 
ｃ 評価の方法と観点 
●観点 
ア 関心・意欲・態度 授業に対する取り組み具合をＬＬ教室のマナーと評価する 
イ 科学的な思考   発表には仮説を考えさせ、科学的な検証の必要性を理解させる。 
ウ 言語活動と技能  課題の制作物やスライド・ポスターを周囲に分かりやすく加工する 
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 知識理解     ペーパーテストによる知識の確  
方法 

ア 自  学 のプレゼンは 作物と発表に して自 を行い今後に活かす 
イ 相  発表者のプレゼンを いて、発表やスライドの い面を する 
ウ 教 による  科会 の中で を 確にし、クラスによる りをなくす 

 パ コン 力 果を での により知識理解度を る 
オ 者への （作 作時間相 や ）をすることで 修と 得を ート 

 の検  
・ については の 、 理についての 力を高めることによって、アプリケーション フトの 作

を高めることができた。また、 たな疑問が生じたときはイン ー ットを活用して、 時に 題を解

することができた。さらに 人 の流出には 重になるとともに ット上の チケットやマ ーに

する意識を高め、 会の中で法 との関わりの中で生きている 実を理解することができた。 

・ については た をパワー イントに にまとめることによって、効果的に自分の考えを相手に

伝える力が高まった。プレゼンテーションはアニ ーション効果を 使したスライドを作成して発表。

ス ー ッションの発表のためには ス ーを 作し要 をまとめて をする を むことでより効

果的なアピールができるようになった。また 人の発表には前向きに く 度が育ち、知識の が ら

れ、疑問を感じたらその場で解 するために 的に質問をして をする生徒もみられた。 

・ については実施出 なかったものの、１２月に の先生をお きして 作 や法 に関する講 を

実施することができた。 

（４）次年度へ向けての 題 
「 コンピテンシー」では が する の 会で生きていくために、 ラルを り、端末機

を活用して 題解 のための と加工・発信ができる 力が高まるような「 力の育成と

活用 力の向上」を目指し、 人を思いやることのできる生徒を育成したい。また 近の への

な動 の 発について、そのような行動を問題視し自ら こさないようにしていきたい。 
「科学コンピテンシー」では科学分野の発 の を学 し、 研究の重要さを理解すると に 用研究

の 用性を ・ 作できる取組の中で、科学的な視 に づいてデー の分 や検 、考 ができる 力

を いたい。また、 と の から理 の 会を科学的に表 する 力を高めさせて、自らの命と

会を ることができる人間を育成したい。 
実 を行う教 をフレ シ ルな に した。グループ学 などを に 実させようとしたが、コロ

の を け、 教 の を活用した効果的な学 活動が 開出 なかった。実 での効果的な活

用について に検 する。 
 

 の  

（１）目  
教員 の各教科授業内での の効果的な活用方法の開発と実践、また、 機 を活用したより効果的

な理数教育の研究開発、生徒 の発表活動や探究活動「鶴南ゼミ（ ）」「鶴南ゼミ（探究）」におけるプ

レゼンテーション活動の 実を る。これらの取り組みを通じて、生徒全員が を 通り 得し、

その活用に通じることで、高度なプレゼン力やコミュニケーション力を 得し、自 表 の が 高め

られ、国内外に発信し交流を広 ていくための質の高いコミュニケーション 力を に付けた 人 の育

成に ることを目指す。 
（２）  

 教員が を効果的に活用することで生徒の理解が まるとともに、授業内での時間 分の効 化によ

り、きめ細やかな指導につな ていくことができる。 
 探究活動に 機 を活用することで生徒の機 の活用 力の向上、プレゼンテーション 力を むコミ

ュニケーション 力の向上を ることができる。 
 機 を ・分 に活用することで生徒の探究活動の幅や質の向上、科学に する探究心を高めるこ

とができる。 
（３）実践と成果 

 各教科の授業において 機 を活用することで、 を視 的に え、理解を めることができてい

る。また、教員が学 内容を のプレゼンテーション機 を用いてスクリーンに し、 すること

によって、 時間が される場面を作ることが出 た。その分、生徒が主体となって取り組む時間や

探究する時間が確 されたことはもち ん、 間指導を に行い、きめ細やかな指導することもできた。

さらに、教員だけでなく、生徒 人 とりが レット端末を使用する授業も実践され、 機 を用

いることが、学 を 大 化させる となっている。 
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   日 の授業の中でも、生徒が ートやプリントに いた解答を カ ラ・ レット端末のカ ラ機

を活用しスクリーンや大 テレ に し出し、生徒自 が自分の言葉で するような取り組みがなされ

ている。 に、探究活動「鶴南ゼミ」では、 機 が先行研究の や ス ー作成、実 デー の

分 、今年度で３年目となる１年次のディ ートのテーマについての 学 などに 効に使われてい

る。 に、２年次の ス ー ッションにおいては、中間発表と本発表の 機会において、 ス ー・発

表 ・参考 などを し、自分 の研究が理解してもらえるように レット端末を用いて動 を

流す等の工夫がされていた。鶴南ゼミの発表 日においては、学校生活を通して われたプレゼンテーシ

ョン 力を活かし、参加者からの質問への際の け答えにおいても、質問された 所に関連する をス

クリーンに し出しながら回答する研究グループが 数見られ、発表者と質問者との間のコミュニケーシ

ョンス ルの向上に 立っていた。 
 「鶴南ゼミ（探究）」では、デー に して回 分 や 検 も行われていて、 機 は ・分 に

効活用されている。また、各 文 ・ 文の検 も盛んに行われた。これらのことにより、 得力のあ

る研究発表がなされていた。 
 教 の ・ 子を 動 の物に れ えすることにより、 用方法の工夫を ることができた。 

 （４）次年度へ向けての 題 
・ を活用することで視 的な理解を めるだけでなく、 時間を し、グループ活動の時間や生徒

の発表時間を確 することで、コミュニケーション 力の を りたい。 
・コロ により、リ ートによる指導や会 の実施が要 されているが、各 要 に えられる を

の 題として していく必要がある。 
 

 

 の の 校 の  

（１）目  
自らの探究テーマに必要な分野の 文や を英語で読むことができる読解力を うとともに、思考力、表

力の育成も る。また、海外の高校生との交流に必要な英語によるコミュニケーション 力を につけ、

交流を通して国際的な視野を につける。 
（２）  

 な英語表 活動により英語使用の時間を 実させることで、 的な英語の 力が向上し、英語を

ールとして使える力が につく。 
 自 の探究テーマに関する英語の文 を読んだり、英語でまとめたり、発表したりすることで、英語力と

ともにプレゼンテーション 力も向上させることができる。 
 海外の高校生と実際に交流することで英語の必要性をより く実感することができる。また、国や地域に

よる文化や考え方の違いに気づくと 時に、日本について考え す機会となり、国際的な視野が 成され

る。 
（３）実践と成果 

 学時から指導 に って英語の授業を めてきた。学 指導要領の「 （五領域）の言語活動の

をはかり、発信力を向上させること」を意識し、実際に英語を使用させる機会を く している。

また、学 指導要領で重視される「発表」と「やりとり」に関する活動を 的に授業の中で取り れ指

導してきた。 
 

【 LL での授業の様子】 
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 《具体的な指導方法と生徒の活動例》 
  ・授業のはじめのWarm-upとしての Speaking活動を継続して行う。 
  ・生徒が英語の五領域の力を向上させる活動を授業に盛り込む。（ペアワーク・グループワークでの意見

交換・発表や質疑のやりとり・パフォーマンステストでのプレゼンテーションやスピーチ等）。それに

よって、Fluency（量・流暢さ）から Accuracy（正確さ）への意識付けを徐々にしていく。 
  ・授業における Input から Outputへの流れを重視する。Outputという目的のために Input活動をする

意識を持たせる。（概要から詳細理解・音読・要約・意見発表まで、学んだ内容を使って発信する継続

的実践を行う。） 
② 例年であれば、本校の探究活動「鶴南ゼミ」の研究内容を、台湾研修において、建国高級中学での交流相

手に英語で伝える機会を得ることができていたのだが、今年度は台湾研修が中止になったということで、

海外の生徒との交流活動を行うことができなかった。しかし、ゼミで探究した内容を２年生全員が英語化

して Abstract を作成し、パフォーマンステストとして自分の探究内容をクラス内で発表した。また、中
間発表で選ばれた８つのゼミに所属する生徒たちは、英語のスライドとスクリプトを作成し、１，２年生

の前で「鶴南ゼミ英語発表会」において発表し、校内でできる「英語発信活動」を行うことができた。何

より驚いたのは、発表の完成度の高さはもとより、その後の英語での質疑の場面である。次々と活発に出

される質問に、自分の言葉で答える発表者たち。体育館の寒さを忘れるほどの熱い雰囲気に圧倒された。

発表テーマは次のとおりである。 
 

 発表テーマ ゼミ  発表テーマ ゼミ 
1 Is this a true “Forgetting Curve”? 数学 5 May Shonai Be With You 地域活性 
2 Tsurunan “Speak Out” Project” ! 英語 6 SU-NATSU try !! 数学 
3 Black hair in waka 国語 7 Search for Attractants of Tardigrade 先端研 
4 Potentiality of jump3 体育 8 Detection of Colistin-Resistant Bacteria in Sewage 生物 

 
③ 「鶴南ゼミ英語」の生徒たち１４名は、それぞれ幅広い７分野に分かれてそれぞれの活動を英語でのコミ

ュニケーションを通して行った。中でも、「鶴南スピークアウトプロジェクト」と題して、「自分の思いや

考えを英語で発信するためには何が効果的か」をテーマに、英語教育に関心を持つ英語ゼミ所属の４人が、

朝暘第三小学校４年生と、鶴岡第三中学校２年生に訪問し、英語の授業を行わせていただいた。小中の子

どもたちの英語力を比較することで、高校で必要とする英語力により近づくためにはそれぞれの学年でど

んな力をつけるとよいのか、また、間違いを恐れずに英語を発信する楽しさを感じてほしい、という思い

を持って、鶴岡市の食文化を題材にしてさまざまな工夫を施したレッスンを行った。 

  
④ Japan Super Science Fairへの参加 
１０月３１日～１１月１４日までの週末の１６時間、立命館高校が主催となって、科学教育の国際化を目

指して 2002年から行われている「Japan Super Science Fair」のオンライン開催に、東北から福島高校
に続く２校目として２年生５名が初参加した。世界２５か国６０校が参加し、各校代表生徒による探究活

動のプレゼンや、専門家による講義、ディスカッションなど英語を用いた幅広い交流が行われた。今回参

加したのは、鶴南ゼミで生物ゼミに属し、山形大学農学部と連携して薬剤耐性菌に関する研究を行ってい

る５名である。抗生物質に耐性を持つ菌の広がりを知るため、国内外の下水から菌を検出する取り組みに

【朝暘第三小学校での授業実践の様子】 【鶴岡第三中学校での授業実践の様子】 
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ついて発表した。また、文化交流や小グループに分かれてのゲームなども行い、世界の壁・言語の壁を全

く感じさせないオンライン交流であった。 

 
（４）次年度へ向けての課題 
   今年度はコロナの影響もあり、台湾研修はもちろん、校外での活動や校内でのコミュニケーションを重視し
た活動が制限されることとなった。これまで継続してきた活動をできる限り継続して行うためにはどうした

らいいか、科内でもさまざまなアイデアを出し合い、発想の転換で工夫した取り組みはできたといえる。今

後は、もし例年通り台湾に行くことができないならば、現地に行かなくても行える Zoomによるオンライン
交流など、情報通信機器を用いたさらなる発展した交流ができればと考える。 
昨今の状況において目まぐるしく社会が変化する中、生徒の学び方も多様化し、教育現場にも変化が求めら

れている。私たち教員が従来のイメージを払拭して、さらに授業の質を上げることが大切になってくると思

うので、生徒たちが様々なことに安心して挑戦できる英語学習の環境を与えていけたらと思う。 

【ＪＳＳＦへオンライン参加の様子】 
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Ｃ 実の の ラ 発による る研究 

業・ の リ や小・中・ の 発 に る

会 る中 、生徒・ の交流の 会 る で、 の 業 、地 の の る

や 業、 学 に ・ ・生徒 で る  

Ｃ  リ ラ の研究 発 

（１）目  
生 ・科学 で優れた実践や を つ地 優良 業を し、各 業の 明を くことによって、地

に対しての りを うとともに自分 は地 を る大 な があることを理解させる。大学の先の 会

を見 ることで、より 的に大学での学習に り 、 業後の 会 の 行をスムー に実 できる

力を に けさせる。また、 業の 明を くことで 業を り こし、地 活性に できる の

成を目指す。 

（２）  
ａ 地 で活 している 業から 体的な の内容を して くことによりその のやりがいや を

しでも理解し、 自分の んだ に りを って り 、地 会に できる を 成する

ことができる。 
 このプロ ラムを通して、 に対する展 を ち、 決定や大学 学の動機 けとすることができる。 
 業の 明を いて、アントレプレナーシップの 性を理解することができる。 

（３）実践と成果 
実施予定内容  
日 令和２年６月１８日（ ） 
対象 １学年生徒１９３名 ３学年生徒１９３名 
内容 ① 体講 「地 活性化のために庄内で 業する 義」 

講  同会 ork e s t 藤 子  
② 業 明会 
参加 業２２   各 １回１０分 ３回  一 の生徒は 計３ の 明を受ける。 

上 内容で実施予定だったが、 型コロナウイルス感染症予 対 のために中止となった。その代 として

以下の 業を実施した。 
実施内容  
日 令和２年１１月１９日（ ）１１５０～１２４５ 
対象 １学年生徒１９３名 
内容 体講 「地 活性化のために庄内で 業する 義」 

講  同会 ork e s t 藤 子  
  鶴南 リアプロ ラムとして、地 、地 を作る について考 させるものとなった。大学 業後、

地 活性化できる を 成するという計画は、 や県の地方 生 業とも し、 リア 業とし

て なものとなってきている。 
（４）次年 向けての課題 

年 は実施できなかったが、次年 は予定通り行うことで、地 業に対する生徒の理解を めさせ、自

分自 の の生き方について生徒が考 る機会を作ることができるように、さらなる検 と を続ける。 
 
Ｃ  小中学校での 実 学校 での る の研究（ の 表・ ） 

（１）目  
一日体 学で中学生を対象とした実 や体 授業の実施、探究活動の発表、さらに小学校を 問し、本校

生徒による授業実践、その他にも小中学生や一般市 を対象としたイ ント の参加等を通じて自分 の

を 化発展させるとともに、本校での実践を広く 知、 していくことを目指す。また、 の学校と

の ット ークを本校が中心となって し、生徒間の交流や協 体 の 実、 員間の交流や、学校の

つ ウ ウの を図ることで、地 体の科学的 の 成を る。 
（２）  
ａ 探究活動において実践した内容を小中学生や一般市 を対象として発表することにより、探究活動内容の

化発展を図ることができる。 
 探究活動において実践した内容を小中学生や一般市 を対象として発表することにより、本校での実践を

地 に広く 知、 していくことができる。 
 の学校との ット ークを にし、生徒間の交流や協 体 の 実、 員間の交流や、学校の つ

ウ ウの を図ることで、地 体の科学的 の 成につなげていくことができる。 
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（３）実践と成果 
ａ 実践内容 
Ａ 令和２年度スーパーサイエンスハイスクール生徒研究発表会（８月７日～ オンライン）への参加 

ポスター発表「クマムシの誘引物質の探索」  発表者 ２年 小林怜奈 

Ｂ 本校生徒による小中学校での授業実践や交流 

ア 本校生徒４名（英語ゼミ所属：テーマ「Tsurunan “Speak Out” Project!」）による小中学校での授
業実践 

７月６日、１０月１日、１１月２６日に鶴岡市立朝暘第三小学校４年生に対し、１０月２日に鶴岡市立

鶴岡第三中学校２年生に対し実施した。 

   イ 本校生徒６名（数学ゼミ所属：テーマ「数夏 try！！」）による小中学生向け問題作成・交流 

    小中学生と高校生の数学的思考力の違いについて研究するために、小学校高学年と中学生を対象に、公

式などの知識が無くても解答できる問題やオリジナルの問題を作成し、公式に頼らずにどのように解答

できるかを検証しようとした。鶴岡市立朝暘第三小学校と鶴岡市立鶴岡第三中学校の児童・生徒に協力

をお願いした。地道な計算や図を描くなど工夫が見られ、公式利用で解決しがちな高校生にとっては『な

るほど』と感心させられた多様な解答が見られた。コロナ禍のためスタートが遅れ、授業研究もできず、

十分な検証まではできなかったため、継続研究を託せるようにしていきたい。 

  Ｃ Japan Super Science Fair（１０月３１日、１１月７日、８日、１４日）へのオンライン参加 

   本校生徒５名（生物ゼミ所属：テーマ「都市下水処理場におけるコリスチン耐性菌の検出」）が参加し、

各校代表生徒による探究活動のプレゼンテーションや、専門家による講義、ディスカッションなど、英語

を用いて幅広い交流が行われた。 

Ｄ 令和２年度山形県探究型学習課題研究発表会（１２月１９日） 

 コロナウイルス感染症の影響で、一堂に会しての開催は中止となった。 

   ①科学専門部の部（後日オンラインで実施） 

２テーマ出展し、次の賞を受賞した。 

     物理分野 最優秀賞 「粘性流体の回転時の挙動についての研究」  

２年 五十嵐啓太、佐藤凌、富樫拓海、石川詩乃、冨田樹 

     地学分野 優良賞 「砂たちの故郷を探し出せ！！」 

           ２年 野澤賢史、佐藤快晟、三浦龍星、川村祐毅 

   ②一般の部 

４テーマ出展をした。参加した生徒と発表テーマは以下の通り。 

・『 at s stan ar  e ucat on？』（英語ゼミ）：加藤菜緒子・佐藤明 

・『鶴南の公式を作ろう！』（数学ゼミ）：服部晃大・冨田樹・佐藤正尚・上田侑聖 

・『＃庄内 Raiseプロジェクト』（生物Ｂゼミ）：野澤賢史・菅紫の・疋田夏海・紺野美桜・齋藤郁和 

・『クマムシの誘引物質の探索』（先端研）：小林怜奈 

   ポスターデータを審査員の方に送り、後日コメントをいただいた。 

   その他に、なんとか研究成果を発表する機会を作ろうと、同じ県内のＳＳＨ校である米沢興譲館高校がホ

スト校となり、『山形県ＳＳＨ校合同課題研究リモート発表会』を開催することになった。以下、その内

容を紹介する。 

ア 目的  

県探究型学習課題研究発表会一般の部に出場予定であったＳＳＨ指定各校の生徒について、リモートで

の発表会を実施することで研究成果を発表する機会を得る。また、質疑等他校との交流を通して、各自

の研究を見直し、更により良い課題研究に繋げることのできる示唆を得られる機会とする。 

イ 日時 令和２年１２月１９日（土） ９：２０ ～ １２：１０ 

ウ 参加校 米沢興譲館高校、鶴岡南高校、東桜学館高校 

エ 発表数と発表時間 発表数は各校４つの計１２発表 １発表：発表７分・質疑３分・準備１分 

  Ｅ 令和２年度東北地区サイエンスコミュニティ研究校発表会（１月２９日・３０日 岩手県奥州市）への

オンライン参加 

    ３テーマ（生徒８名）を出展した。 

     口頭発表「這い上がる流体 Weissenberg効果」（物理Ｂゼミ） 

がオンラインで、 

     ポスター発表「絹タンパク『セリシン』の抽出と化学的性質に関する研究」（化学Ｂゼミ） 

     ポスター発表「鳥海山に雲がかかると雨が降るのか！？」（地学ゼミ） 

が動画での発表を行った。 
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 の  

ア 関心・意欲・態度 

・ 動の らいをよ 理解して意欲的に り でいるか。 
・ と発 を意識して主体的に り でいるか。 

    イ 発表 

      ・自分 の り みを、聞 によ 理解できるように発表できたか。 
   ・ 動の対象となる に合わ た対 をしようとしていたか。 

 仮説の検証 
  ア 仮説ａについて 
    の 動においても対象となる に合った内容、説明 を 切に し、進めてい ことができた。 
    また、 々なやりとりを通し、色々な視 があることに がつ 場 も数 あった。こ らのことか

ら仮説ａは 当性が高いと える。 
  イ 仮説 について 
    の においても、自分 の り でいる研究内容をよ 知ってもらうために意欲的に発表してい

る が見ら た。 学校での授業実 や交流は自分 の探究 動の一 として行っている と自分

の探究 動を地元 学校に 知、 するという もあり、大きな意味を つ であることを実

感している。こ らのことから仮説 は 当性が高いと える。 
  ウ 仮説 について 
    コロナ ではあったが、８月の全 の 校との交流、１２月の山形県内 校との交流、１月の東北

地区内 校との交流に加えて、１０月の鶴南 ミ 間発表会には山形県立酒田東高等学校の１校か

ら、２月の鶴南 ミ全体発表会には山形県立加 水 高等学校、山形県立酒田 高等学校の２校から

発表に 加していただいた。 々な高校と交流を つことで しい や視 に がつ ことがで

き、お いにとって大 意義な機会となっている。また、今年度はオンラインでの交流も かった。

に、県 ート発表会では、ポスター発表をオンラインで行うことについて本校も初めてであ

り 探りではあったが、ポスターを 前にデータで して をしやす するな 、 々な ウ ウ

を することができ、生徒同 、教員 も大 な を ていただいたと考えている。こ ら

のことから仮説 は 当性が高いと える。 
（４） 年度 向けての課題 
  本校は令和 年度に の山形県立鶴岡北高等学校と 合し 高一 校が設 ることとなっている。そ

のことも まえて、以下を 年度の課題としたい。 
  学校 の発  
  年 の数ではないが、鶴南 ミの 動の一 として 学校で授業実 をするというケースが今年も見

ら た。また、 学生に自 の 題に してもらうという初めての みもあった。こ らは自分 の探

究 動の一 として行っている と自分 の探究 動を地元の 学生に 知、 するという もあり、

今後とも 的にこのような を進めていきたい。また、 学生に対しては１０月の学校説明会の時に

加者全体にス ージ発表の を見ていただ な 、本校の実 の を らに感 ていただ ことができ

たのではないかと考えている。 学と高校間の日 はなかなか しいものはあるが、数年後に 高一

校が設 ることも意識しながら、 年度も引き続き 学生 の発 の部分を してい があると

考えている。 
  高校との  
  今年度は県内 地から本校の発表会で発表に来ていただ ことも、 校の発表会で本校生徒が発表する機会

【 発表会の様子】 
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も 年に て少なかった。しかし、できる り研究 果を発表する機会を り自身の研究を ラッシ ア

ップしてもらおうと、オンラインを した発表会を実施するな し、学校 としても 々な ウ ウ

を ることができた。同 ような ー でも う切り で分 、考 してい ことの が広がっていけ

お いが高め合ってい ことができる。 年度以 も地 の高校をは めとして なる の 大、ネッ

ト ークの を進めていきたい。また、オンライン実施で た ウ ウを今後も し、 校とも で

きるように めたい。 
  また、数年後に鶴岡北高等学校と 合することになっているので、今年度はお いの現 にと まった

が、将来を見 えて鶴岡北高との 体的な を検 していきたい。 
 

 の 会 の 発 の 表  

（１）目  
鶴南 ミ発表会を実施し、 の学生や一 市 広 研究 果を 表、 してい 。また、「科学技術

の発 」を「地 生」、「地 性 」に げるための を地 の高校・ 業・自 体と して進める。 
（２）仮説 
ａ 鶴南 ミ発表会を通 てコミ ニケーション 、プレ ン ーション が高まるだけでな 、 の

色々な研究に 、やりとりをすることで 広い視野と探究心が わ る。 
 研究 果を発 し、 会に 元する を地元 業や の高校と協働して 発することで、地 の える

課題や 題に目を向け、 部に発 することもできる、 広い視野を つことができるようになる。 
 「 イエンス」が「アントレプレナー」にいかに結 つ かを、 ・研究することで、地 の える課

題や 題を発見し解 する「 地 生 に資するイ ーションシス の構 」につながる考え や

を身につけることができる。 
（３）実 と 果 
ａ 実 内容 
Ａ「鶴南 ミ 間発表会」 

   ａ 実施日  令和２年１０月１３日（ ） 
    会 場  山形県立鶴岡南高等学校体 館およ 場 
    部 加者 

本校 員４名、来 １１名、鶴南 ミ 部 者８名、県内高校教員１１名、県内高校生４名 
合計３８名 

   ｄ 当日の日  
    １３ ４５～１４ ０５ 会行  
    １４ １０～１４ ５０ ポスター発表（ １ ループ）２３ ー  
    １４ ５０～１５ ３０ ポスター発表（ ２ ループ）２３ ー  
    １５ ３０～１ １０ ポスター発表（ ３ ループ）２３ ー  
    １ １５～１ ４５ 会行  
    実施内容 
    発表者は本校２学年生徒全員１９ 名と 部高校生

４名。 コロナウイルス感染 大 のために会場

内に設 た に って発表を聞 という形態

で実施した。 ー 数は 探究３３、 探究３４、

山形県立酒田東高等学校２の合計 ９のポスター発

表を本校体 館およ 場にて行った。 ９の ー

を２３、２３、２３の３つの ループに分け、

ループにおいては「発表４分、 答２分、 動２

分」の イクルを４回 り し、 回、進行 が 示

を出して全体を動かすという形で進めていった。 
 
 

「鶴南 ミ全体発表会」 
   ａ 実施日  令和３年２月４日（木） 
    会 場  タクト鶴岡、山形県立鶴岡南高等学校体 館およ 場 
    部 加者 

本校 員３名、来 ４名、鶴南 ミ 部 者１３名、高校教員１０名、県内高校生２５名 
合計５５名 

【鶴南ゼミ 発表会の様子】 
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   ｄ 当日の日  
     ９ ３０～ ９ ５０ 会行  
     ９ ５０～１０ ３０ ディ ート大会 （１年生） 
    １０ ４５～１２ １５ ス ージ発表 ー  
    １３ ３０～１４ １５ ポスター発表（ １ ループ）２３ ー  
    １４ ２０～１５ ０５ ポスター発表（ ２ ループ）２３ ー  
    １５ １０～１５ ５５ ポスター発表（ ３ ループ）２３ ー  
    １５ ５５～１ ２０ 会行  
    実施内容 

発表者は本校２学年生徒全員１９ 名と 部高校生２５名。今回は初めて 前 に タクト鶴岡を

い、１年生のディ ート 大会とス ージ発表を行った。ディ ートの ー は「 ５ 以上の高

者の を義 す きである。 か か」。クラス代表による 合で ち った１年１ と

１年４ による が行わ た。 後に会場のスク ーンに 影 た コー を会場内にいる

全員が 自のス ート ンで み り、 した。結果、 で１年４ が した。その後、ス

ージ発表となり、 探究４ ー 、 探究３ ー の合計 ー の発表があった。プレ ン ー

ション トを いて説明をする形で、そ の ー に「発表 分、 答４分、 と

け１分」で進めた。その後学校に 動し、 後からは体 館と 場でポスター発表を行った。 ー

数は 探究３２、 探究３１、山形県立加 水 高等学校２、山形県立酒田 高等学校４の合計

９であった。 ９の ー を２３、２３、２３の３つの ループに分け、 ループにおいては「発

表・ 答８分、記 ・ 動２分」の イクルを４回 り し、 回、進行 が 示を出して全体を

動かす形で進めた。 

 の  
ａ 仮説ａについて 

   ・ 動の内容を 切にまとめた発表ポスター、発表、スライ になっているか。 
   ・自分 の探究 動の 果、実習の内容を理路 と聞 に理解できるように発表できたか。 

 ・自分 の探究 動の らいをよ 理解して意欲的に り だか。また、 の探究 動の発表を に

聞いていたか。 
   仮説 について 
   ・地元 業や地 の の高校と することができたか。 
   ・地元 業と した探究 動においては、その 業のニー に えることができたか。 
   ・ 校と した探究 動においては、お いの 意分野を かしながら研究を進めてい ことができた

か。 
   ・ 部と関わることで探究心の向上、視野の 大を ることができたか。 
   仮説 について 
   ・地 の える課題を う関 機関と することができたか。 
   ・地 の える課題を う探究 動においては関 機関と 切に しながら進めてい ことができたか。 
   ・ 地 生 を自分自身の 題として考えることができるようになったか。 

 仮説の検証 
 

【1 の 会 の様子 の QR 】 
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ａ 仮説ａについて 
間発表でいただいた内容、発表の についての 々な意見を自分 なりに り 、その後の探究

動に かすことができている。全体発表会では内容の深 と発表 の向上が見ら るものが かった。

また、 発表に対して 切な が なり、そ に対する回答もしっかりしたものになってきた、と後

日、 員の先生からも講 をいただいた。発表する と聞 が 果で高め合うことができ

てきている。は めて校 施設で発表会を行ったが、 高い に 年よりも 感が した。また、

今年度は めて した「鶴南 ミ ニ アル」により、ポスターの内容も 理 、見やす なったも

のが えた。こ らのことから仮説ａは 当性が高いと える。 
 仮説 について 
２９年度の 間発表会から 校生徒の発表機会を設けている。今年度は コロナウイルスの影響が

あり、校 で発表をする、ということが しい であった。そのような でも 校発表があったことは

にありがたい。また、本校生徒が 校の発表会 加することは わなかったが、今年度は 学 ミ

の ループがは めて「鶴岡シルクプロジ クト」に 加し、鶴岡 業高校、鶴岡 高校とシルクに関

した 動を にし、地 の高校、 業との を深めることができた。同世代間の交流や地 業と

の機会を つことで視野が広がり、 動の が広がってきていると える。こ らのことから仮説 は

当性が高いと える。 
 

校からの発表 
間 全体 間 全体 １全体 ２ 間 ２全体 

加 水  
庄内 業 

加 水  
鶴岡 業 
酒田  
酒田東 

加 水  
酒田東 
酒田南 

加 水  
庄内 業 
鶴岡 業 
酒田  
東 学館 
庄東 

加 水  
庄内 業 
酒田東 
酒田  
酒田南 
東 学館 

酒田東 加 水  
酒田  

５ ー  ９ ー  ８ ー  ー  ー  ２ ー  ー  
 

 仮説 について 
   地 性 ミで今年度 ー としたのは 発 、地 地 、地 だった。自分 で考え、行動し、

関 する地 の 々とかかわってい で する部分は大き 、地 課題についての理解が深まるのは

もち のこと、地 の課題を自分の課題として える が身につ とともに、初対 の大 としっか

りと向き合ってやり りする を ことができた。また、 動内容が 、 部の ジネスプラン

コン ストで した ループもあった。 らに今年度は 学 ミでもシルクを通した地 との に

り だ ループが出てきた。地 の 業であるシルク 業の を学 、現 の課題に対し、 業の協

を ながら科学的なアプローチを うとしている。 動している生徒は イエンスと地 性が な

る部分を であると えており、自分 の を発 する 部の発表会にも意欲的に 加している。

こ らのことから仮説 の 当性は高いと える。 

（４） 年度 向けての課題 
  発表内容の 実 
  今年度は「鶴南 ミ ニ アル」を 、 し、ある 度のポスターの形式や発表内容の 理ができた。

【鶴南ゼミ全体発表会の様子】 
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また、上学年からの を目的に行っている２・３年合同 ミも 果的に機 している。課題としては、

の ミが今 な 動を行っているのかが見えていないことや、校内での を 実 ることな が げ

ら ている。こ らに対して教員向けの「 だより」で 提 、 を っていきたい。また、

まとまった 動時間を り、 動の を広げることを目的に、学期に１回２時間 続の ミの時間の設定を

考えてい 。 
  部発表機会の 加 
  校 で発表した生徒の感想等を 通 等で広めてはいるが、実 に してきた生徒が一 、

し、自分 の探究 動や発表 の向上につなげている。 ら た予 の 、できる り の生徒に 部

での発表機会を える をしてい ことが である。今年度は 部での発表機会を 分に すること

はできなかったが、 たにオンラインでの 加、という により、い つかの発表会に 加した。立 館

高校主 のＪ に今回初めて 加 ていただいたのもオンライン による が大きいと える。

年度以 もオンライン 加の を 分考えながら 部発表機会を模 していきたい。 
 

 ミ の  

（１）目  
する大学の協 の下、理数科の生徒を対象に「理数セミナーⅠ」（ 研修）「理数セミナーⅡ」（つ

研修）を実施し、最先端技術や 興に 、卒業生との交流等を通 て、科学に対する興味関心を

高め、将来の科学技術の発 を う高い を する。 

（２）仮説 
ａ 最先端の施設で見学、講義体 を けることで、科学に対する興味関心、探究心が らに高まり、主体的

に科学に関わる につなげることができる。 
 地 興の現 を研修することにより、 興 や ・ 全に対して主体的に関わ うとする

につなげることができる。 
 や 都 で学ぶ卒業生との交流を通して進路を考える一助とすることができる。 

（３）実  
ａ 学習計画 
ア 科目名 ミ （理数科２年生対象 令和２年４月２０日～２２日） 
      ミ （理数科２年生対象 令和３年３月１８日～２０日） 
イ 形態   「 前学習 研修 後学習 果のまとめ」 
ウ 内容  大学、研究施設等を しての講義・施設見学・体 実習、本校卒業生との交流 
 の  

ア 果のまとめ 
・自分の研修での り みを、 がよ 理解できるようにまとめることができたか。 

イ 関心・意欲・態度 
・ 動の らいをよ 理解して意欲的に り でいるか。 

 実施内容 

 ア 「理数セミナーⅠ」について 

  （目的） 

・最先端の大学研究施設で実習講義を体 することで、理系分野の視野を広げ興味・関心を高める。また、

進路 の を る。 

・ 興 に を ている 県の大学（東北大学・ 大学・東北 科 科大学）で研修し、 や

全、 地の 興に対して見識を深める。 

・研究者・卒業生との対話を通して、将来の進路を考える一助とする。また、２年生で実施する鶴南 ミ

の進め ・研究に かす。 

・団体行動の規律を身につけるとともに、クラスの団結を深める。 

  （内容） 

   東北大学・ 大学・東北 科 科大学の協 のもと、施設見学や実 ・実習、 についての研修、

卒業生との交流会を含めた 研修 

  当初は上記のような目的・内容で行うことを計画していたが、コロナウイルス感染症の影響で 年の形で

は行え 、代替 業をい い 模 した結果、コロナの 大もあり、以下の通り校内で

ミ という 業を行った。 

１ 目的  

大学准教授との講義を通して、数学をは めとした理系分野の見聞を広げ、興味・関心を高めるととも

に、将来の進路を考える一助とする。 
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  ２ 時期 令和２年１２月２３日（水） 

  ３ 対象 ２学年理数科生徒（４０名） 

４ 場所 山形県立鶴岡南高等学校 鶴翔会館 

  ５ 内容  

・東北大学理学部数学科准教授 猪奥倫左 氏から「シャボン玉が丸いことを不等式で説明する」という

題目での模擬講義 

・講師から今回の講義にまつわる課題を提示していただき、その課題に全員でチャレンジする時間を設

ける。 

 

イ 「理数セミナーⅡ」について 

  （目的） 

・世界最先端の科学技術研究施設を見学することで、理系分野の視野を広げ興味関心を高める。 

・研究者との対話を通して、将来の進路を考える一助とする。 

・団体行動の規律を身につけるとともに、クラスの団結を深める。 

  （内容） 

  ・筑波宇宙センター・筑波大学・高エネルギー加速器研究機構（ＫＥＫ）等において施設見学や講義・実

習、卒業生との交流等を含めた筑波学園都市研修 

  ・山形県立酒田東高等学校理数探究科２年生との合同研修として行い、合同でミニ課題研究発表会等を行

う。 

  当初は上記のような目的・内容で行うことを計画していたが、こちらもコロナウイルス感染症の影響で、

昨年度（令和元年度）に引き続き当初計画した形での研修を行うことを断念した。しかし今年度は代替研

修として、以下の通り 鶴 南 を２つの学校を会場に実施する

予定である。 

１ 目的  

・研究者等との対話を通して、理系分野の見聞を広げ興味・関心を高め、将来の進路を考える一助とす

る。 

・庄内地区理数科としての学校交流を促進し、切磋琢磨し合って自己啓発に資する契機とする。 

 ２ 時期 令和３年３月１８日（木）～１９日（金） 【日帰り２日】 

  ３ 対象 本校２学年理数科生徒（４０名） ※酒田東高２学年理数探究科生徒（４８名） 

４ 場所 山形県立鶴岡南高等学校・山形県立酒田東高等学校 

  ５ 内容（予定） 

・高エネルギー加速器研究機構やＪＡＸＡの研究者によるオンライン講演会やディスカッション 

・山形大学理学部数学科の先生からの模擬講義 

・２校での課題研究発表交流会 

ｄ 仮説の検証 

ア 仮説ａについて 
 「理数セミナーⅠ代替研修（鶴岡南高数学トップセミナー）」実施後に生徒が提出したアンケートの結果

をみると、《知識・理解》《意欲・態度》《主体性》《協働》の項目で“とても向上した”“少し向上し

た”と答えた生徒の割合が９０％前後と予想以上に高かった。また、生徒のレポートからは「講義の内容

を聞いて、高校で学ぶ数学でも思った以上に色々なことを表現できるのだと感動し、数学の学習に対する

【 ミ 鶴 南  ミ の様子】 
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意欲がますます増えた」「研究のプロセスの話はゼミ活動に活かせるものだったので是非活かしていきた

い」などのまとめが見られた。模擬講義では一部実演を入れながら、高校数学を使って説明できることを

ベースに講演していただいたこと、講義中には、研究のプロセスや「疑問ノート」の作成のススメなども

お話ししてくださったことから、数学をはじめとした理系分野の見聞を広げるだけではなく、学習や研究

に向かう態度や心構えについても多く学ぶことができたようである。将来の進路を考える一助にもなった

ようであり、理数科生徒の今後の活躍が期待できる。最先端の研修施設等を実際に触れることはできなか

ったが、これらのことから仮説ａはおおむね正当性は高いのではないかと考える。 
イ 仮説ｂについて 
 代替研修では復興や防災・安全に関する内容は触れられなかった。情報・科学コンピテンシーの授業で災

害と防災について扱ったり、進路研修で大川小学校跡地の訪問と語り部の方からお話を聞く機会を設けた

りしているが、今後の生徒の変容について注意深く見ていきたい。 
ウ 仮説ｃについて 
 代替研修では卒業生との交流も行うことができなかった。例年、生徒に近い視点から大学生活、講義や研

究内容、高校生時代の学習や生活について体験談を中心に話をしていただくことで、本校生徒からも多く

質問が出て、活発な交流会となり、積極的に自分の進路のことを考える１つの大きな機会であった。他の

事業でそのような機会を設けようと考えているが、今後の生徒の進路意識の変容について注意深く見てい

きたい。 
（４）次年度へ向けての課題 
① ３月に行われる今年度の「理数セミナーⅡ代替研修」について成果をまとめていく。これは山形県立酒田

東高等学校の理数探究科２年生との合同開催ということで準備を進めており、２校で行うメリットを活か

した取組を計画している。実施後、本校単独開催と合同開催における生徒の意識の変化など可能な限り検

証を行っていきたい。 
② 次年度の「理数セミナーⅠ（宮城研修）」・「理数セミナーⅡ（つくば研修）」については今年度当初計画し

ていた内容で実施したいと考えている。しかし、コロナウイルス感染症の影響でまた現地での研修を断念

しなければならないことも考えられる。オンラインの環境整備もだいぶ進んできたことから、オンライン

も活用しながら、生徒の科学に対する興味関心を高め、将来の科学技術の発展を担う高い志を涵養すると

いう目標を達成できるような取り組みも同時に考えていきたい。 
 
Ｃ－⑬ 大学・企業と連携した研究実績を進路指導へ活用するための研究 

（１）目標 
探究活動で取り組んだ内容を自身の進路決定に活かし、適切に進路選択ができる生徒を育成する。さらに、

自身の活動の成果を学校推薦型・総合型選抜に活用し進学する生徒を拡大させる高大接続の研究を、大学と

協働で行う。また、地元の研究施設や企業の研究機関等と生徒との繋がりをＳＳＨの活動を通じてより深化

させ、生徒が大学卒業後に、ＳＳＨで関わりを持った地元企業や研究機関が就職先となることや、地方創生、

地方の活性化に寄与する人材育成に繋がる生徒のキャリア形成に役立つ取り組みに繋げていく研究を行う。 
（２）仮説 
ａ 探究活動をはじめとするＳＳＨの諸活動によって形成された研究意欲や知識、研究成果により、学校推薦

型・総合型選抜や推薦入試の合格者が拡大する。 
ｂ 探究活動をはじめとするＳＳＨの諸活動によって形成された研究意欲や知識により、地元企業や研究機関

が就職先の選択肢の一つに加わる。 
（３）実践と成果 

鶴南ゼミでの探究活動や校外の大会等に出場する準備を通じて、課題を設定して仮説を立て、調査結果を分

析して論理的に発表する力が養われたと考える。そして、生徒の中にはこれらの活動で学んだ方法論や分析

力、発表力をもとにして、志望理由や入学後の研究計画等の作成に活かして学校推薦型・総合型選抜で合格

を勝ち取った者もいた。慶応義塾大学環境情報学部に合格した生徒は、先端生命科学研究所の特別研究生と

しての“ゼブラフィッシュと高転移性がん細胞を用いた漢方薬の研究“を通じて”生物の発生“に興味を持

ち、大学での研究テーマとして考えている。東京外国語大学国際社会学部に合格した生徒は、ゼミでは”地

域活性化の方策”について学んだ事を活かして、地域と協力して活性化イベントに参加し、人と地域とのつ

ながりの大切さについて学び、さらに県青少年交流事業で中国訪問をした際に、日本と海外の国々（特にア

ジア諸国）との良好な関係こそが未来の平和につながることを意識し、大学では国際社会学部で日本と韓国

の良好な関係構築に貢献したい、という希望を持っている。横浜市立大学国際教養学部に合格した生徒は、

２年時の英語ゼミでは“小学生の興味関心を促す効果的な英語の授業”をテーマとして模擬授業を行って分

析し、授業実践力を向上させた。さらに、英語ディベート県大会への参加を通じて、相手の意見を分析して

自分達の意見を発表する力を養ったことが、入試の際のプレゼンテーションと質疑への応答に活かされた。
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大学 学部に合 した生徒（２名）は、 ミ 動での”ロン セラー の ”について 的な

から し、そ をもとに大学では”表象 ”を研究したいという を っていたり、“アニ に

おける の意味“について し、大学では” ディア “を学 たい、という を っている。こ

のように、 ミ 動での研究を大学でも 続したり、 ミ 動に加えて地 での 動や交流 業・ 大会

等 の 加を通 て自分が興味関心のある ー を見つけ、そ を大学での研究に かす生徒が出ているこ

とは、この 動が生徒の将来の進路 定に大きな影響を えていることを示す。この 業を将来も 続する

が、本校の発 に い結果をもたらすと考える。 
（４） 年度 向けての課題 
  学校 ・ 合 においては、 理 や 動実 が 学後の研究 動に な学 としてより 視

る場合が い 、探究 動と教科 を ンク ながら思考 ・ 断 ・表現 等を向上 る の

体 の 立と、そ を 合 に げる の 通理解に いた 体 が一 めら る。 
 
※こ までの学校 ・ 合 合 者数の  
全体（左 は 立大学、 は 立大学） 
        １ ２ 

理系 
         

                  

系 
         

                  
合計          

 
東北大学Ａ （左 はⅡ期、 は 期） 

           

理系 
         

                  

系 
         

                  
合計          

39



Ｄ ＳＳＨ事業を推進するための評価・検証方法の研究 

連携する大学の研究者の指導のもと、県内外の連携する高校の協力を得ながら、組織マネジメントやカリキ

ュラムマネジメントの手法を用いて評価・検証法の研究を進めることで、客観的にＳＳＨ各事業の成果を検

証し、研究の改善に繋げることができる。また、教師自身の指導力・学校力の向上に繋げることができる。 

Ｄ－⑭ 評価・検証法の研究とＳＳＨ事業を効果的に運営するための研究（事業の評価） 
（１）目標 
客観的にＳＳＨ事業を評価する方法について研究し、研究開発の内容・結果の事前・事後の評価による検証

を行い、事業改善につなげていく。また、教育工学・学習科学など専門家の研修を定期的に受け、本校に合

った授業評価法について研究を進めることにより、教師の指導力向上・授業改善、学校力アップに繋げてい

く。 

（２）仮説 
ａ 組織マネジメントやカリキュラムマネジメントの手法を用いて評価・検証法の研究を進めることで、客観

的にＳＳＨ各事業の成果を検証し、事業の改善につなげることができる。 
ｂ 組織マネジメントやカリキュラムマネジメントの手法を用いて評価・検証法の研究を進めることで、教師

自身の指導力の向上につながり、学校力の向上につなげることができる。 
（３）実践 
 ａ 内容 
下記の計画表の通り、レポートや自己評価シートおよびアンケート調査を行っている。ただし、これは大

まかなものであり、一つ一つの事業や日々の授業・活動の中でその都度、教員・生徒の事業評価や自己評

価、第三者からの評価を踏まえながらＰＤＣＡサイクルにあてはめて事業改善をはかっている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 ① 学校設定教科『探究』 学校設定科目「鶴南ゼミ（基礎）」の評価の実践 
  １年生徒全員対象の「鶴南ゼミ（基礎）」について、各科目で「関心・意欲・態度」「思考・判断・表現・技

能」「知識・理解」の３観点に関する活動内容に即した評価項目を作成してもらい、各科目３時間（ディベー

トのみ７時間）の講座終了後に講座担当者が評価を行った。また、１年間の探究活動終了後には生徒の自己

評価も行い、生徒の活動の検証を行った。 
② 学校設定教科『探究』 学校設定科目「鶴南ゼミ（探究）」の評価の実践 

  ２年生徒全員対象の「鶴南ゼミ（探究）」について、研究に関する５項目と研究経過報告レポート（学年末は

１年間の研究要旨）をもとに、学期ごと各ゼミ担当教員が評価を行った。また、中間発表会終了後・全体発

表会終了後・１年間の探究活動終了後にはそれぞれ生徒の自己評価も行い、生徒の活動の検証を行った。 
 ③ 鶴南ゼミ中間発表会・全体発表会における生徒発表の評価の実践 
１０月に行われる鶴南ゼミ中間発表会、２月に行われる鶴南ゼミ全体発表会にて、評価の指標（資料Ｄ－１）

鶴岡南高校　評価・検証計画

中旬 鶴南ゼミ（基礎・探究）の評価法についての原案作成

下旬 鶴南ゼミ（基礎・探究）の評価法の決定　・　SSH事業評価の指標の確認【職員会議にて】

中旬 SSH基礎アンケートの実施

下旬 鶴南ゼミ（探究）の経過報告レポート配布・回収

７月 中旬 鶴南ゼミ（基礎・探究）の１学期評価

８月 中旬 SSH基礎アンケート結果集計作業および分析

９月 下旬 中間発表会におけるポスター発表評価シート・教員評価シート・振り返りシート・各種アンケートの作成

１０月 中旬 中間発表会でのポスター発表評価シート・教員評価シート・振り返りシート・各種アンケートの実施・集計・分析

１１月 中旬 鶴南ゼミ（探究）の経過報告レポート配布・回収

１２月 上旬 鶴南ゼミ（基礎・探究）の２学期評価

中旬 全体発表会におけるポスター＆ステージ発表評価シート・教員評価シート・振り返りシート・各種アンケートの作成

下旬 SSH意識調査の実施（JSTより送られてくる）

上旬 全体発表会におけるポスター＆ステージ発表評価シート・教員評価シート・振り返りシート・各種アンケートの実施・集計・分析

中旬 報告書のまとめ作成、鶴南ゼミ（基礎・探究）の自己評価シート配布・回収

３月 上旬 鶴南ゼミ（基礎・探究）の学年末評価

　※発表会における教員評価についての校内研修を行う（１０月上旬の中間発表会前に）

４月

６月

１月

２月
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も 用して作成した『発表会 り りシート』（資料Ｄ－２）やルー リックを用いた『ポ ー発表評価シ

ート』（資料Ｄ－ ）を作成し 用することで、発表会を通して探究活動の自己評価・ 己評価を行った。

らに、２つの発表会にて『ポ ー発表・ ージ発表教員評価シート』（資料Ｄ－５）を教員による評価も

行った。 年度は２月の全体発表会前に行った評価に関する校内研修を、 年度は１０月の中間発表会前に

行い、評価項目や について教員間で目 合わ をしたり、ルー リック表や方法についての意 を

行ったりした。 
  基礎アンケート調査の実  
  ＳＳＨ事業開 前の意識調査としてＳＳＨ基礎アンケート（資料Ｄ－ ）を 月２２日 ７月３日の期間に 

１・２・３年生対象に実 した。 れたデー をもとに、生徒の ・関心・学習意欲 、意識の 容

について ・検証を行い、各 門の事業の と改善を行 。 
   中間発表会・全体発表会終了後の生徒・教員・外 に対するアンケート実  
  １０月に行われる鶴南ゼミ中間発表会、２月に行われる鶴南ゼミ全体発表会に した 指導 員や外

指導者、 校の教員を対象に発表会に関するアンケートを実 ・ し、生徒の活動を検証する。 
  ＰＳ トの実  
  １期目に行っていた本校 自のＳＳＨ トを、より客観 を するとい 観点から 間業者による、

発 ・解 に 要な思考力 を る 内容のア メント トに き えて１２月に実 した。また、

２月末に 会を行い、本校の現 や 後の指導の方向 について検 した。 
  業生 調査の実  
  年度までと に 業生 調査を実 した。対象は 成２ 年度 業生（大学 修 修了を 定）

および 成２ 年度 業生（大学学 業を 定）とした。実 方法は調査 のはがきを り、そのはが

きに記 してある ー から ｂ上で 項目に してもら 方法をとった。また、その方法に

えてＳ Ｓを 用して 生に してもら 方法も用いた。 
ｂ 評価の観点 

  本校ＳＳＨ事業の評価の指標に基 き各 アンケートを作成し、実 結果を する。また、１月に生

徒・ 者・教員に実 している Ｓ からのＳＳＨ意識調査の結果も 考にし、本校ＳＳＨ事業の評

価、検証を行 。 

  結果・ ・考 ・仮説の検証 

ア 鶴南ゼミ中間発表会と全体発表会の後に２年生に対して行った「 り りシート」の結果（資料Ｄ

－３）を ると、 年度もす ての項目で中間発表会後よりも全体発表会後の が５（ 成でき

ている）や （ 成のために、すでに実行に すことができており、 成まであと一 のとこ に

きている）の 合が上 した。また、その 合も 年度 、 と どの項目で ０ 度の高い

となっている。 時 業で探究活動の ートが れ、ど なるか心 ではあったが、 業中に

年度の要旨 を ながら ーマについて考え るなど、 能な り工 をして り組 だ結果、

生徒が 成 ・ をもって活動に ことができ、その点については大いに評価できる。 
年度も「 発表内容を き、 点を に することができたか 」の自己評価がこの中で

は一 い結果となった。また、「 に対して な ができたか 」の全体発表会自己評

価も 年度より １０ポイント くなった。１年生の り りアンケートでも「 の発表に対し

て ができたか」とい いに対して『 を すれ いいかわから 、 できなかった』と

した生徒は全体発表会後で （前年度 ）であった。この結果の の１つは、

の発表会の 態にある。 年度は 対 として、発表 ー に間 を けて を設 してお

いの をとっての発表となった。また、マ クを 用しながらの発表となり、後方まで がき

と かないこともあった。そのことが やその に なから があったと考えられる。

一方、全体発表会の ージ発表では時間の関 で 中で を ら るを得ないくらい

が るよ にはなっており、その点は評価できる。 ができる、それに対して な ができ

る、とい ことについては、ゼミ発表会のときだけではなく、 の活動内でも 会があるので、そ

こでも な評価ができるよ な工 を考えていくことが 年度の の１つである。 
  イ １年生の鶴南ゼミ 基礎 の 後の時間に年間の り りアンケートを行った。合計 ０ の生

徒が 年度の鶴南ゼミ 探究 に向けての ーマ めの 考になったと しており、２年生での

活動につながるよ な り組みができたのではないかと考えられる。３年前から行っているディベ

ートも「 事をしっかりと理解した上で、 理的思考、 判的思考をし、 手と する力を身に

つける」とい 目的がおお 成できているのではないか、といえる メントが かった。しか

し、発表 をする時間が かった、 年度はあまり実 ができなくて実 がしたかった、などの

もあり、 年度の計画に活かしていきたい。 
    ２年生の鶴南ゼミ 探究 の 後の時間にも年間の り りアンケートを行った。 年度も３年生
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からゼミ活動を めるにあたってのア イ をもら 時間を設定し、 ーマ設定や研究計画を

てる の ントをもらったり、 行研究を意識してもらったりした。アンケートでは合計 ０

上の生徒がゼミ活動を行 上で「 考になった」と えており、 自 の研究を き いで

しいとい メントも られた。各ゼミ担当の 生方も 年度の を活かして、それぞれのゼミ

に合った進め方をしていただき、 意 な時間になったと考えられる。 い方法をまとめ、 年度

に き いでいきたい。その アンケートからは、ゼミ活動を通して、 くの知識、 手 える

ための表現力、 ループ内で考えの などを行いながら活動できたことによる協調 など、それ

ぞれがい な力を身につけることができたと実 して活動できたことが み れる。 
 年度 果があった評価に関する校内研修を、 年度は１０月の中間発表会前に行った。 生方が

評価する時に実 に っていることやルー リックの観点の いなどについて意 すること

で、 通 識を したりルー リック表の改善につなげたりできた。教員の 動もあるので、

年この時期に行えるよ 計画をしていきたい。また、学校としての目指していきたい研究・発表の

ールを考えていくことや生徒 の指導につなげていくよりよい方法を検 していくことが 年

度の である。（資料Ｄ－１２）。 
   基礎アンケートの結果については、 成２ 年度 ２年度の過年度 を する中で、本校

のＳＳＨでの り組みや理科・ 学に関する能力や ン 向上に対して、大きな期 を いて 学

してくる生徒が年々 し、 年度は にも上った（資料Ｄ－ ）。 く教員の意識調査の

結果をみると、学習指導要 よりも発 的な内容について しましたかとい いに対して 大

した 、やや した と した教員が （ 年度デー ）となっている。また、

生徒の科学技 に対する ・関心・意欲、学習に対する意識に関して、 ０ の 生方が し

ていると している（資料Ｄ－１０）。生徒の前向きな意識の 容を で ながら、指導内容・

実 内容を検 しＳＳＨ事業に携わっていると考えられる。 年度も き き生徒・ 者・

の方々の期 に えられるよ な 力ある り組みを、そして、教員が意欲的に り組める手 て

を考え、実践していきたい。 
また、理 科２年生に対しては理 ミ ーを実 したり、ゼミ活動の成果をなる く く発表で

きる を したりするなど、理 科 自の 組を行っているが、その成果もアンケート結果に表

れている。 学・理科の授業や 習において自 なりに たな を ったり、 たな解法を

思いついたりする経 や実 ・観 結果から 通点・ 点・ 点を上げることができることに

ついて、２年生から３年生の や 通科理 ・ との において、高い結果が ている（資

料Ｄ－ ）。これらの経 や力が自 となり、 的に科学に関わ としている が える。 
   ＰＳ トでは３つの思考力（ 判的思考力・協 的思考力・ 的思考力）を ることができ

る。一 年度より り れた トであり、 年度を め３年間の結果が（資料Ｄ－７）である。

Ａ が高校 で目指したいレベルとして設定 れているのだが、 年度は 年度までに て

い結果であった。 の で の進 研修をは め、１・２年生ともに 々な活動

が れたことは の１つであると考えられる。 事業を計画・実 し、 ってきたつもり

ではあるが、 していた もあったのかもしれない。 まで行ってきた１つ１つの 組にど

な 果があったのか 度 にし、どのよ な力を身につけ たいのかとい 点と らし合わ

て、 年度 も事業計画・実 を行っていきたい。また、２月末に ＰＳ トを している

業者から講師をお びし、 会を行 。 の結果や 会での内容を学校全体で し、指導

に てていきたい。 
  カ 年度の 業生 調査の結果はこれまでと大きく わら 、大学 の進学 は理 を中心に

全 よりも高い が得られていることや、鶴南ゼミの探究活動が大学での研究活動に

（ ）、また、鶴南ゼミの発表会に関わる活動が大学での研究発表に（ ） に ったと

えた 業生が かった。そして理 科 身の生徒は理 ミ ーが進 定に（ ） に っ

たと考えている 合も高い。 から はがきをやめて ｂ のみの受 にしてみたが、Ｓ

Ｓを 用した 知も行っているためか、 はこれまでと大きく わらなかった。（資料Ｄ－

１１） 
（ ） 年度 向けての  
ａ 生徒・教員がともに成 を実 できるよ な探究活動の ・授業の改善・評価法を き き検 ・実践

していく。 に、２ の 指導 員会でのご や 年度の ＰＳの結果などを通して、１つ１つの

組の らいや目標、 果の 要 を改めて 識することができた。 年度は客観 を高めることを意識し

ながら、その１つ１つの 組の評価法を改善し、目標に対する 成度 がより になるよ な工 を考

え、実践していく。 
ｂ 学校設定教科『探究』の学校設定科目「鶴南ゼミ（基礎）」「鶴南ゼミ（探究）」の評価法について、発表会
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外の場 での の 実という視点で、先生方の意見をいただきながら を続けていく。 
ｃ 卒業生 跡調査は次年度 も 続 定だが 答 を上げるための手立てを検 する。 

  中 を のようにまとめ、その対応について検 し、できる部分から実践する。 
   ① の 性を高める  
   ② 発表会 外の場 における の 実 
    理数科の課題研究の質向上のための時 ・ 体  
    課題研究における生徒の 体的なテーマ設定 
    多 に る探究テーマの に対応するための外部人材の積極的活用とその際の 方法の  
    校内研修等の組 的な取組の計画的な実施 
    地域活性化ゼミの イ ンス の 調 
    コンテスト等への参加生徒の 化 
    校内における成果の「 」に する取組の 実 
    開発した教材等の積極的 開 
   これらをもとに今年度の活動に を加えている部分もある。次年度 もＳＳＨの活動が良い方向に向

かっていくように上 １ 目に 分 意しながら進めていく。 
 

－ 指導 の  

    学 指導  

（ 和２年 月３ 日開催 内容は別 ） 

    学 指導  

（ 和３年 ２月 日開催 内容は別 ） 

 

－ の  

  報 の作成を行い、校内でまとめた次年度に向けた 点をもとに今後の計画を 考するとともに、 協

力をいただいている の 校や協力校、大学や研究 にお りし、 意見や をいただきながら、

なる事業の と成果の に める。 
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関係資料
５－１

山形県立鶴岡南高等学校教育課程表

全日制 校長名

第二学年 計

文系 理系 文系 理系

国 語 総 合 ○ 4 5 5 5 (a) は選択群を表す。

現 代 文 Ｂ 4 5 4
古 典 Ｂ 4 6 5
国 語 探 究 0,1
世 界 史 Ａ a○ 2 2 2 0,2 0,2
世 界 史 Ｂ a○ 4 2 2 0,3,5 0,5
日 本 史 Ａ b○ 2 0,2 0,2
日 本 史 Ｂ b○ 4 2* 2* 　　3* (b)3 　　3* 0,3,5 0,5
地 理 Ａ b○ 2  2*  2* 0,2 0,2
地 理 Ｂ b○ 4 0,3,5 0,5
現 代 社 会 ○ 2 2 2 2
倫 理 2 0,3
政 治 ･ 経 済 2 0,3
現 代 社 会 探 究 1

SS 数 学 ※ ○ 5 14,１７ 18

SS 物 理 ※ ○ 2 2 2,8

SS 化 学 ※ ○ 4    2* 4    4* 8

SS 生 物 ※ ○ 2 3,6 2,8
2* 1+2

SS 地 学 ※ ○ 2 3,6

体 育 ○ 7～8 2 7 7
保 健 ○ 2 1 2 2
音 楽 Ⅰ ｃ○ 2 0,2,3 0,2
美 術 Ⅰ ｃ○ 2 0,2,3 0,2
音 楽 Ⅱ 2 0,3
美 術 Ⅱ 2 0,3
コミュニケーション英語Ⅰ ○ 3 3 3 3 (b) は選択群を表す。

コミュニケーション英語Ⅱ 4 4 4
コミュニケーション英語Ⅲ 4 4 3
英 語 表 現 Ⅰ 2 2 2 2
英 語 表 現 Ⅱ 4 4 4
英 語 探 究 0,3
家 庭 基 礎 ○ 2 2 2 2

情報・科学コンピテンシー※ ○ 2 2 2

鶴南ゼミ（基礎）※ ○ 1 1 1 1
鶴南ゼミ（探究）※ ○ 1 1 1

○ 3 0 1 1
31 93 93
31 93 93

ﾎｰﾑﾙｰﾑ活動 1 3 3

生徒会活動

５５分

注）科目のゴシック体は必履修科目である。ただし、a , b , cはそれらの科目から一つ選択することを意味する。※はSSH研究開発関連。

卒業までに修得すべき単位数 93 授業の１単位時間

特
別
活
動

1 1 1 1

1～３年　５ｈ

入   学   式 〔４月〕  １・３ 年 （２ｈ）
演 劇 鑑 賞 〔６月〕  １～３年 （３ｈ）
球 技 大 会 〔６月〕  １～３年 （２日）
創立記念日 〔７月〕　１～３年 （３ｈ）

南   高   祭  〔７月〕      １～３年 （２日）
防 災 訓 練  〔５・１０月〕 １～３年 （２ｈ）
激   励   会  〔１２月〕    １～３年 （３ｈ）
卒   業   式  〔３月〕      ２･３ 年 （２ｈ）

探
究 1 1

教科探究は学校設定教科、鶴南ゼミ（基礎）・鶴南
ゼミ（探究）は学校設定科目（H29年度開設）

新入生歓迎会、部紹介  〔４  月〕 （３ｈ） 　　　生徒総会 〔５月・１０月〕 （２ｈ）

学校行事
１年　74ｈ
２年　106ｈ
３年　67ｈ

31 31
最   低 31 31 31 31

総合的な探究の時間 0 0 1 1
【選択について】
(a） は、そのグループから１科目選択。
但し、芸術の２年次の選択は、１年次の科
目を継続して履修する。
(b) はそのグループから２教科２科目選
択。但し、地歴は、2･3年で履修したものと
は別の科目を選択する。芸術は、1年次の
Ⅰの科目を継続して履修する。
ホームルーム活動は毎週木曜日４校時

総
計

最   高 31 31

家
庭

情
報

情報・科学コンピテンシーは学校設定科目
（H29年度開設）

2 2
(b)3

2

英語探究は学校設定科目（H27年度開
設）4 3

1年次の * はその中から１科目を選択
(a）、(b) は選択群を表す。
(b)選択では、音楽Ⅱ・美術Ⅱはそれぞれ
に対応するⅠを付した科目を履修した後
に履修できる。

外
国
語

4

SS物理・SS化学・SS生物・SS地学は学校設
定科目（H24年度開設）
＊はいずれかを選択
3年次文系理科はSS生物、SS地学の選択
で２年次選択した科目を２単位、選択しな
かった科目を１単位履修する。
３年次理系理科選択*は２年次の科目を継
続して履修する。

SS数学は学校設定科目(H24年度開設)
３年次文系の(b) は選択群を表す。

芸
術

2* (a)1

 (b)3

2

4

保
体

2 2 3 3
1 1

数
学

6 6 3+(b)3 7

理
科

(a)1

地
理
歴
史

２年次の選択は、「世界史A」と「日本史B」

か「地理B」、または「世界史B」と「日本史

A」か「地理A」のいずれかとする。Ａ科目と

Ｂ科目は時期を分けてまとめて学習する。

（Ａ→Ｂ→Ａの順)

３年次の選択 * は、２年次の科目を継続し

て履修する。(b) は選択群を表す。

公
民

(b) は選択群を表す。
現代社会探究は学校設定科目（H26年度
開設）(b)3

1

国
語

3 2 2 2 国語探究は学校設定科目（H25年度開
設）3 3 3 2

課程 学科 普通科 　　　　　坂　尾　　　　聡　　　　印

教

科
科 目

必履
修科
目○

 標準単
位数

第一学年
第三学年

備考
文系 理系
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全日制

国 語 総 合 ○ 4

現 代 文 Ｂ 4

古 典 Ｂ 4

世 界 史 Ａ a○ 2 2

世 界 史 Ｂ a○ 4 2

日 本 史 Ａ b○ 2

日 本 史 Ｂ b○ 4 2* 　　3*

地 理 Ａ b○ 2  2*

地 理 Ｂ b○ 4

現 代 社 会 ○ 2

体 育 ○ 7～8

保 健 ○ 2

音 楽 Ⅰ c○ 2

美 術 Ⅰ c○ 2

コミュニケーション英語Ⅰ ○ 3

コミュニケーション英語Ⅱ 4

コミュニケーション英語Ⅲ 4

英 語 表 現 Ⅰ 2

英 語 表 現 Ⅱ 4

家 庭 基 礎 ○ 2

情報・科学コンピテンシー※ ○

理 数 数 学 Ⅰ ○ 5

理 数 数 学 Ⅱ ○ 9

理 数 数 学 特 論 2～6

理 数 物 理 ○ 2～6

理 数 化 学 ○ 2～6 　　2* 4 　　4*

理 数 生 物 ○ 2～6 　　4※

理 数 地 学 ○ 2～6

課 題 研 究 1～2

鶴南ゼミ（基礎）※ ○ 1

鶴南ゼミ（探究）※ ○ 1

○ 1

ﾎｰﾑﾙｰﾑ活動

生徒会活動

注）科目のゴシック体は必履修科目である。ただし、a , b  , c はそれらの科目から一つ選択することを意味する。※はSSH研究開発関連。

総合的な探究の時間 0 0 1 1

総
計

最   高 31 31 31 93

探
究

卒業までに修得すべき単位数 93 授業の１単位時間 ５５分

ホームルーム活動は毎週木曜日４校時

1～３年　5ｈ 新入生歓迎会、部紹介  〔４  月〕 （3ｈ） 　生徒総会 〔５月・１０月〕 （２ｈ）

学校行事
１年　74ｈ
２年 １06ｈ
３年　67ｈ

入   学   式 〔４月〕  １・３ 年 （２ｈ）

理数セミナー 〔４月〕    ２ 年 （３日）

演 劇 鑑 賞 〔６月〕  １～３年 （３ｈ）

球 技 大 会 〔６月〕  １～３年 （２日）

創立記念日 〔７月〕　１～３年 （３ｈ）

南   高   祭  〔７月〕      １～３年 （２
日）
防 災 訓 練  〔５・１０月〕 １～３年 （２
ｈ）
激   励   会  〔１２月〕    １～３年 （３
ｈ）

特
別
活
動

1 1 1 3

最   低 31 31 31 93

２年次の理科の選択 * は１科目を選択す
る。

３年次の理科の選択 *は、２年次の科目を
継続して履修する。2 2,8

0,4 ３年次の理科の選択※は１科目を選択す
る。

4,8

1

1

1

1
教科探究は学校設定教科、鶴南ゼミ（基礎）・鶴南
ゼミ（探究）は学校設定科目（H29年度開設）

２・３年次の理数数学Ⅱ・数学数学特論は
分野ごとまとめて学習する。4 5 9

3 2 5

家
庭

2 2

理
数

5 5

2 2,8

情
報

2 2 情報・科学コンピテンシーは学校設定科目
（H29年度開設）

3

2 2

7

1年次の * はその中から１科目を選択。
0,2

外
国
語

3 3

芸
術

2*
0,2

4

2 2 4

4

3

保
体

2

２年次の選択は、「世界史A」と「日本史B」
か「地理B」、または「世界史B」と「日本史A」
か「地理A」のいずれかとする。Ａ科目とＢ科
目は時期を分けてまとめて学習する。（Ａ→
Ｂ→Ａの順)
３年次の選択 * は、２年次の科目から１科
目を継続して履修する。

0,5

0,2

0,5

1 1 2

公
民

2 2

2 3

0,2

0,5

地
理
歴
史

0,2

2 4

2 2 4

国
語

5 5

教

科
科 目

必履修
科目○

標準
単位数

第一学年 第二学年 第三学年 計 備　　考

2

山形県立鶴岡南高等学校教育課程表

課程 学科 理数科 校長名 　　　　　坂　尾　　　　聡　　　　印
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５－２ 令和２年度山形県立鶴岡南高等学校スーパーサイエンスハイスクール運営指導委員会 

① 令和２年度 第１回山形県立鶴岡南高等学校スーパーサイエンスハイスクール運営指導委員会 

令和２年９月３０日（水） 
１５：００～ 

出席者 
運営指導委員 
山形大学農学部長 村山秀樹、東北公益文科大学長 神田直弥、鶴岡市役所企画部長 阿部真一、 
山形県立鶴岡北高等学校長 佐賀井仁、東北大学大学院工学研究科教授 安藤晃（オンライン）、 
オリエンタルモーター株式会社鶴岡カンパニー 岡島克之（オンライン） 
山形県教育庁高校教育課 
指導主事 櫻井潤 
山形県立鶴岡南高等学校 
校長 坂尾聡、事務部長 藤橋弘行、教頭 砂田智、小松範明、五十嵐雄大、三宅国彦、青山武、木村良二、

安野浩夫、池田雅明、工藤正明、佐藤清輔、鏡雄一、齋藤雅子、土門和宏、菅原恭子 
１ 開会 
２ 山形県教育委員会挨拶（高校教育課 指導主事 櫻井潤） 
３ 山形県立鶴岡南高等学校長挨拶 （坂尾聡 校長） 
４ 委員紹介 
５ 運営指導委員長選出 
６ 協議 
（１）中間ヒアリングの結果とこれまでのＳＳＨ事業について 
（２）今年度のＳＳＨ事業について 
（３）質疑及び運営指導委員からのご指導ご助言 
安藤：中間評価について、今回は結構厳しめの評価を受けた学校が多かったが、提出された書類の書きぶりで評

価が大きく変わっているという分析もある。実際のヒアリングの時の印象と出された結果との違いもある

ようだが、鶴岡南はどうだったかを聞きたい。中高一貫と３期目に向かい方向性を決めていかなければな

らない時期に入っているが、中間評価の結果を見ながら強みをどうやって出すかを考えていってほしい。

評価の基準に則った書き方をしているか、そしてその基準を満たしているかどうかで今回もポイントをつ

けられ結果が出された。書面で評価された中で「校長のリーダーシップの下、全教員参画型の指導体制が

構築されているか」、「探究活動においては特徴ある活動が展開されてその結果が形になって表れているか」

（対外実績等も含む）、「ＳＳＨ活動の評価がきちんとなされてその結果を踏まえた実質的な形として学校

全体の教育の指導体制が強化されているか」（改善を計画的に行っているか）、もちろん「外部人材という

ことで大学との連携を強く進めているか」「高大接続事業として動いているか」という部分がポイントで

ある。高大接続については山形大学との連携をこれまでの実績として強調していくことはとても有効であ

る。 
佐藤：中間ヒアリングで印象に残っているのは、理数科と普通科の違いに注目していたこと。文科省は理数科と

いうことに特別感を求めていることが伝わってきた。 
安藤：ＳＳＨはもともと理系人材特化を目指してやってきたが、あるときから全体に広げる取組に変わっていき、

その後理数科特化の話と変化してきている。鶴岡南は全校体制からスタートしており、普通高校とＳＳＨ

校の違いを考えたときに理数探究の深まりというのは必要なことであると感じる。 
櫻井：１期目の中間ヒアリングでは全校体制ということが評価され、５段階中２段階であった。今回は全校でや

るというのは当然で、その中で更に飛び抜けた生徒をどのように育成するかと考えたときに理数科生徒の

特化を強調された。ほぼ全教員が探究活動の指導をしているがその指導方法の共有やそれをいかに高める

取組を現段階でしていたか、次どのようにするかを打ち出すことができていれば良かったかもしれない。

あとは２期目の学校は他よりも厳しめに言われた感じがした。 
神田：中間評価の結果を受けて対応していく必要があると考えさせられた。教育課程の研究開発について現時点

において教育課程が完成したのかどうか、不足している点はどこなのか、がよくわからない。様々な取組

を通じて生徒が成長していることは間違いないと思うがこれが教育課程になっているのかというところ

をどのように検証していくかが評価になってくる。具体的な人財育成像がこれまでの取組にどのように紐

付けられているのか、それぞれの事業を行うことによって何を実現したいのかが見えにくい状況になって

いるので、そこを整理して見える化を図ると何ができていて、更に伸ばせる部分はどこなのかが明確にな

46



ってくる。カリ ラ を ることで言えば、ま カリ ラ ができたかどうか、という評価があり、

次にカリ ラ ができていてもその通りに授業が展開されていなければ効果は するので ー

ングの 点での評価も必要。そして、何回、何時間やったという具体的数 で表現するア トプット。こ

れらを踏まえて生徒はどのように成長したかというア トカ がある。これらを一体的な形で整理してい

くと良い。 のポン の 目を結ぶ 方向の 印は何なのか、それぞれの事業と生徒の状 の 連

を具体的に できるとそれが目 になってくる。これらを書き出していくのは大変だが 明するときに

明しやすくなるのでこのポン もうまく活 してほしい。理数科の生徒について、「出る を き出

す」には出ている をどのように検出するかを けとして入れ むことも 要。 
坂尾：教育課程について、確かに課 研究の取組はよくなってきている。しかしこれが教科の学 にどのように

生かされているかという 点で見るとまだまだ足りない部分はある。教科学 に探究的な学びをどのよう

に入れていくかは 校の課 であり、この 点は ち続けなければならない。そのような中でとんがった

生徒をどう育てていくかという ランスの取り方も課 である。 
阿部：東北で研究者の数の多さは 、 岡に次いで鶴岡という ータが出ている。鶴南 や イエンスパー

で研究活動が活発になってきた証である。 研で行われている イオ ット等の企画に き続き

ン してほしい。 イオ ーもやるので との連携ということでこのような企画にも 参

してもらいたい。中高一貫校は校 が れているが タル面での ー 整 をお いしている。また主

体的な学びを ポートするという 点からの ス ールの導入等、鶴岡市も応 していく。３期目に向

かって鶴岡市に要 等あればご いただきたい。 
村山：生徒は 業 を すると大学入学後も し変わってくる。様々な ン ー企業のある イエンスパー

の活 は生徒にとって面 い。 
佐賀井：普通の理科とＳＳ理科は教えている はどのように違うのか、そしてどのように探究に生かされるの

か。普通高校にはない実 材などどのようなものを えているのか。大学院の 生方 質 だが、高校

の探究活動で何を につけると大学や大学院で活 できるようになるか。また、出る を見つけたらどの

ように育てるか、どういうカリ ラ にするのが良いのか、 人がやりたいことができるような な

ものにする必要があるのかなと思う。 活性化 の イエンス の強調ができれば しい鶴岡南高校

のものができる。 
五十嵐：通 は 学基 の後に 学を するがＳＳ 学の は 連する 目は を入れ えて うことが

できる。また、教科書を えた や という 面も い、生徒の教 を高めている。 
三宅：生 についても 様で生 基 と生 の を 的に っている。また、教科書に っていないような

実 も った。実 としては ー ル イ ラー 外のものは大体そろっている。 ー ル イ ラ

ーがあれば ととおり分子生 学的な実 は であるという状 である。 
安藤：探究活動をするときに大事なことについて、どういう 点を って何を主 したいのかが見えない発表が

多い。スタートの時点で見えている必要はないが、研究を進めるうちに形成されていくもの。 しい 点

を見つける、ポイントを 求していく が大 。 
神田：社会科学の は ら ータを めることもあるし、 のものを調 るということもある。 を し

ま どれだけ調 られるか、そのプ スを しめるか、が大事。 
岡島：高校生の段階から を通じて 広い年 や 々な で活動できていることは に良い。 強しなが

らこのように 広い活動を したことは社会に出てからもプラスになる。 社でも 事をする で、疑

を ち、事実を調 、見えるように して協 を る、具体化する、と探究に通じることを げている。

高校生の段階からこのような探究活動をしていけば大学でも、社会に出ても活 できるだろう。 
村山：大学は く深くやっているが、「広く 強する」というのが を立てたり、実 を インするときに役

に立つ。高校生、大学１ ２年生もこういうところを 強してもらいたい。 
安藤： ルスの で様々な は まっている。ここで での参画を 的に取り入れるかどうか

で違いが出てくる。鶴岡南も での リットをうまく活 して外部との連携を検 してみてはどうか。 
坂尾：１期目、２期目の中間ヒアリングを通して国としてのＳＳＨ事業の方 の変化が見られることを 員にも

伝えた。 成３０年の有 者会議の方向性も踏まえ、 校では理数系の な生徒の を更に伸ばすとい

う 組みを ることが必要である。 のポン のパー １つ１つについて今何ができていて何がで

きていないかをまとめ、有 者会議の 点と わせて している部分を伸ばしていくという方向性が３

期目 には必要になってくる。２期の活動をまとめ、評価し、全 員で共有し、次の 立てを考えてい

く。 
 会 
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 令和２年度 第２回山形県立鶴岡南高等学校スーパーサイエンスハイスクール運営指導委員会 

令和３年２月５日（ ） 
１３：３０～ 

出席者 
運営指導委員 
東北公益文科大学長 神田直弥、鶴岡市役所企画部 企画課主  有、 
鶴岡市立鶴岡 三中学校長 、山形県立鶴岡北高等学校長 佐賀井仁、 
山形大学農学部長 村山秀樹（オンライン）、東北大学大学院工学研究科教授 安藤晃（オンライン）、 
山形県教育庁高校教育課 
指導主事 櫻井潤 
山形県立鶴岡南高等学校 
校長 坂尾聡、事務部長 藤橋弘行、教頭 砂田智、小松範明、五十嵐雄大、三宅国彦、青山武、長 部満、 
木村良二、齋藤 、安野浩夫、池田雅明、 子、工藤正明、三 、佐藤清輔、鏡雄一、青山 、 
齋藤雅子、土門和宏、菅原恭子 

１ 開会 
２ 山形県教育委員会挨拶（高校教育課 指導主事 櫻井潤） 
３ 山形県立鶴岡南高等学校長挨拶 （坂尾聡 校長） 
４ 協議 
（１）今年度のＳＳＨ事業 について 
（２） 年度のＳＳＨ事業計画（３期目 の構 を含む）について 
（３）質疑及び運営指導委員からのご指導ご助言 
佐賀井： 部について活動の成果と 材について教えてほしい。 
木村：村山 にある木工会社の社長さんが山形県を で日 一にするという思いで、様々な高校に がけを

し、 する学校が活動している。 材については協 してくれる企業を って 等を りている状況。

ラ ン ングも活 しながら を ている。 １回オンラインでの を受 し、分からな

いところがあれば の ー 役の方に聞いたり、オンラインでやり取りしたりしている。県 で１１

校あり、 ー を「もの くり」にするグループと「スポー 」にするグループに分かれて取り組んでい

る。 校は「もの くり」で、今回は「カン 」について研究をしている。２月 の３日間で中間発表

会をし、３月には 子 にも参 。 は普通の である。 
神田： に多くの取組を行っているが、一つ一つの取組が目 に対して十分な成果が られているのかどうか

が分からない。そして、 の 連性が分からない。一 下に鶴南 ニ アルを る、 員研 会を

するという取組を進めるための準 、土 がある。その にカリ ラ の 成による生徒全体の げ

を図るというのが２階部分としてある。３階部分は ン ストや イ ント の参 など一部の れた

生徒の取組。そして 後にア トカ として進学実績がある。そのような構 で見たときに 取組がそれ

ぞれの役 をどのくらい 成できたかが成果となる。 ン スト等の参 数も目 に らしてどうだった

のかが分からない。こういったことが数 的に評価できるとどの 目に対して今後どのように進めていけ

ば良いかが見えてくる。今回 げられた３０の取組が目 を 成できているのかどうかが見えてくると３

期目に向かう際に何を伸ばさなくてはならないのかが明確化してくる。 
：やまがたイ ーシ ンプ グラ で３ 受 した ー はどのようなものか。シル カラ２０２０

は に 会だった（後日市役所 ーに 連成果 を展 ）。 年度もシル 連の研究を続け、シル

カラ２０２１（２月）に参 してほしい。 
佐藤：やまがたイ ーシ ンプ グラ について、３ 受 となったグループの ー は鶴岡の 文化に す

る スプランであった。 
神田：３期目の取組 は 的だがなかなか大変そうだ。特に大変そうだと感じたのは１人１つ の外部 ン

スト等の参 の必 化。これをやると れた人を伸ばすというよりも、大変な生徒を ン スト等に参

できる ルに き げる方に目がいってしまう。今回のアプ ー は、これまでの取組に対してどの

ような課 があるのかを明確にして、その課 に対して一 つ 進するというアプ ー 。これは何

進むと ールにたどり くのかということが明確になっておら 、 進はするが結 これによってどのよ

うな成果が出るのかが見えにくく、ア ールしにくい。それを通して何を実現したいのかという ールが

あったほうが良い。そこで文科省が 言っていることを見てみると一つは タル 活 による 別

化がある。全体の げという面で生徒一人一人の 度に応じた効果的な タル の活 によ
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り、 生方の の対応も くしていくことができる。もう一つは文理 である。 の

時 において文系だから分からないとは言っていられない。探究活動も文系、理系と分かれており、文系

の発表は ータがないものも見られる。 ータに基 いて取組を更に進めることができるように文系と理

系の生徒が一 になって取り組むことにより文系生徒も科学 に する ンスを高めることができる。

活性などについても文理 で取り組める 性は高い。一部の人でなく様々な学 分野の人の 見

を活 して 決できた方が良い。このような という 点も必要である。これらのことに 連して

ール をし、これまでの取組を改めて見直し、何を進めていけば良いのかを考えるというやり方もあ

る。 
： も 様に子どもたちの が大きいと感じる。外部連携の 方の検 とのことだが、鶴岡市としては企

業との連携を お いしたいと考えている。鶴岡南高校は 業後に に ってくる生徒が ないが、

と 生 外の大人との りが の につながってくるので 々な企業からの協 のもと連携を

深めていってほしい。 部については 年度から鶴岡高 も わるので連携の を広げてほしい。 
安藤：１２月に行われたＳＳＨの り方についての有 者会議の中で、指 期数に応じた り方が出されている。

期は開発と安 、 期は安 と特 、 期は特 と変 、 期は深化と 選、 期は 導となっている。

期目 は中間評価の結果等も踏まえて更なる特 くりや 期 の取組の深化が められる

に り指 される、と指 校数を制 する文言が見られる。 期目を目指すに当たり、特 を深め、変

を含める にしていくことが必要。鶴南は様々な活動を行っており、今回は 部も出てきたり、ま

た、 連携は に れた活動をしており、 導的な しい開発が期 されている。これまでやってき

たからこそ次のス ップができるという考えで取り組んでほしい。このような中で、ＳＳＨ、課 研究を

指導できる教員が育っているという考え方も大事。 
村山： 連携で目 になるか 何から何までやるというのは大変なのではないか。 
安藤： 連携は から期 されているがなかなかうまくいっていない部分である。山形大学を含めた連携が

期 される。 
： 日はじめて発表会を見させてもらった。探究型学 が求める主体的、対話的で深い学びを体現するもの

であった。この活動を 続的に 組んでいけば生徒 が し い、向 を うことができ、学びを

り下げようとする も と につく。 ー は多 に り、 分が りたいこと学びたいことに主

体的に取り組む が育まれている。 の活動の一 で 校においての鶴南生による授業実 があったが、

に 々としていて良かった。 
佐賀井： 日の発表会を見て ルが がったと感じた。質疑応 が研究の 質を えたものが多く、大変良か

った。 行研究や を み んでいることがやり取りの向 につながったと思われる。３期目はこうい

う方向性で行く、と学校が決めれば、それに十分対応できる生徒が育っていると感じる。 ニ アルの整

や 生方の研 を行ったことの効果は生徒の活動に表れたと思う。３期目については、これまではＳＳ

Ｈをやっているというというだけで大きな特徴になっていたものが、全国で探究活動をやるのが普通にな

ってきている中で更に特徴を出すのはなかなか しい。研究が、日々 々なことを考え、その中で疑 を

ったことを研究すると良い研究になり、 リ リ り出すと いものになるのと 様で、普段鶴南

を指導している 生方が課 と感じていること等から出てきたものが の３期目の方向性になると

思う。一点 になるのか、 広い 的なものになるのかはあるだろうが、 から見て、鶴南 は

ここがすごい、ここが特徴というものを打ち出せれば良い。文理 、 ータ、 イオ等特徴を出せ

る部分は 々と考えられる。鶴南の 生方の中から に足のついた実現 な３期目の しい取組が出て

くると思う。 
村山： だからできることを考えてほしい。 の学校とオンラインでの を考えてみてはどうか。また、

々なことをやると 点がぼけてくる。 点を り、目 を ることが大事。 
５ 会 
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５－３ データおよび参考資料 

（資料Ｄ－１） 

 S
S
H

事
業

の
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て
研

究
開

発
課

題
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 S
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IE
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C
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 C
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け
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Ｓ
Ｈ

活
動
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よ
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科
学

技
術

の
発

展
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担
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人
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究
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）
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携
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よ
る
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幅
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マ
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世
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す
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鶴
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①
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②
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能
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世
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発
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、
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育
に
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と
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。

科
学

技
術

の
発
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担
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・
自

然
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科
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本
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野
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。
幅

広
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探
究

心
を

身
に

つ
け

る

・
基

礎
的

な
科

学
用

語
を

覚
え

、
科

学
技

術
に

関
す

る
文

章
が

理
解

出
来

る
。

幅
広

い
探

究
心

を
身

に
つ

け
る

・
探

究
活

動
を

通
し

て
、

主
体

的
に

課
題

を
発

見
す

る
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と
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来

る
。

幅
広

い
探

究
心

を
身

に
つ

け
る

・
実

験
、

調
査

結
果
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踏

ま
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て
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ポ
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ト
を

作
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す
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と

が
出

来
る

。
幅

広
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探
究

心
を

身
に

つ
け

る

・
課

題
を

分
析

し
、

解
決

方
法
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つ
け
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課

題
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決
に

向
け
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す

る
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と
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る
。

幅
広
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探

究
心
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身

に
つ

け
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研

究
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柔
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発

展
・
応

用
す

る
こ

と
が

出
来

る
。
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を
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収
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。
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活
躍

す
る

・
他

の
高

校
等

と
連

携
し

、
小

・
中

学
生

に
理

数
の

楽
し

さ
を

伝
え

る
こ

と
が

出
来

る
。

地
域

や
日

本
、

世
界

が
直

面
す

る
課

題
や

問
題

を
発

見
し

解
決

す
る

・
国

内
や

地
域

産
業

で
起

こ
っ

て
い

る
こ

と
を

理
解

し
、

進
路

選
択

に
い

か
す

こ
と

が
出

来
る

。
地

域
や

日
本

、
世

界
が

直
面

す
る

課
題

や
問

題
を

発
見

し
解

決
す

る

・
将

来
の

職
業

観
を

育
成

し
、

進
路

意
識

を
高

め
る

こ
と

が
出

来
る

。
地

域
や

日
本

、
世

界
が

直
面

す
る

課
題

や
問

題
を

発
見

し
解

決
す

る

・
専

門
的

な
研

究
機

関
や

大
学

の
最

先
端

の
研

究
に

触
れ

、
理

系
分

野
の

視
野

を
広

げ
る

こ
と

が
出

来
る

。
地

域
や

日
本

、
世

界
が

直
面

す
る

課
題

や
問

題
を

発
見

し
解

決
す

る

・
科

学
技

術
と

日
常

の
社

会
と

の
関

連
性

を
理

解
し

、
進

路
選

択
に

活
か

す
こ

と
が

出
来

る
。

地
域

や
日

本
、

世
界

が
直

面
す

る
課

題
や

問
題

を
発

見
し

解
決

す
る

・
様

々
な

経
験

を
通

し
て

養
わ

れ
た

力
を

自
己

評
価

し
、

今
後

に
活

か
す

こ
と

が
出

来
る

。

・
探

究
活

動
や

S
S
H

事
業

に
お

け
る

成
果

を
客

観
的

に
評

価
す

る
こ

と
が

出
来

る
。

・
評

価
し

た
内

容
か

ら
課

題
を

見
つ

け
、

改
善

へ
向

け
て

取
り

組
む

こ
と

が
出

来
る

。

研
究

開
発

の
目

的

到
達

目
標

(評
価

の
観

点
)

Ａ
理

数
才

能
を

伸
長

さ
せ

、
研

究
機

関
・
大

学
・
企

業
自

治
体

等
と

連
携

し
た

探
究

活
動

の
深

化
発

展
に

向
け

た
研

究

学
校

設
定

科
目

の
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
実

践
と

改
善

に
よ

り
高

度
な

研
究

や
探

究
活

動
の

素
地

と
な

る
確

か
な

知
識

を
系

統
的

に
定

着
さ

せ
る

こ
と

を
目

指
す

。
幅

広
い

テ
ー

マ
で

、
研

究
所

・
大

学
・
企

業
・
自

治
体

等
と

連
携

し
た

探
究

活
動

に
取

り
組

む
こ

と
で

、
科

学
に

対
す

る
探

究
心

を
高

め
、

地
域

や
日

本
、

世
界

が
直

面
す

る
課

題
を

発
見

し
解

決
す

る
能

力
を

身
に

つ
け

た
科

学
技

術
の

発
展

を
担

う
高

い
志

を
持

っ
た

『
人

財
』
の

育
成

を
目

指
す

。

「
S
S
科

目
」
の

開
設

と
教

材
開

発
、

指
導

法
や

評
価

方
法

の
研

究

全
校

生
徒

が
取

り
組

む
探

究
活

動
『
鶴

南
ゼ

ミ
』
の

深
化

・
発

展

探
究

活
動

『
鶴

南
ゼ

ミ
』
に

お
け

る
『
地

方
創

生
』
分

野
の

開
設

と
拡

大

科
学

部
活

動
の

充
実

と
発

展
、

高
度

・
先

端
研

究
に

取
り

組
む

生
徒

の
育

成

国
際

科
学

技
術

コ
ン

テ
ス

ト
等

へ
の

生
徒

の
参

加
数

、
入

賞
数

の
増

加
に

向
け

た
取

組

Ｄ
Ｓ

Ｓ
Ｈ

事
業

を
推

進
す

る
た

め
の

評
価

・
検

証
方

法
の

研
究

連
携

す
る

大
学

の
研

究
者

の
指

導
の

も
と

、
県

内
外

の
連

携
す

る
高

校
の

協
力

を
得

な
が

ら
、

組
織

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

や
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
の

手
法

を
用

い
て

評
価

・
検

証
法

の
研

究
を

進
め

る
こ

と
で

、
客

観
的

に
Ｓ

Ｓ
Ｈ

各
事

業
の

成
果

を
検

証
し

、
研

究
の

改
善

、
教

師
の

指
導

力
の

向
上

、
学

校
力

の
向

上
に

つ
な

げ
る

こ
と

を
目

指
す

。

評
価

・
検

証
法

の
研

究
と

Ｓ
Ｓ

Ｈ
事

業
を

効
果

的
に

運
営

す
る

た
め

の
研

究

・
S
S
H

テ
ス

ト
（
→

G
P

S
テ

ス
ト

に
変

更
）
の

他
校

と
の

比
較

分
析

の
実

施

・
個

々
の

取
組

に
お

け
る

ア
ン

ケ
ー

ト
、

学
習

レ
ポ

ー
ト

等
に

よ
る

検
証

・
運

営
指

導
委

員
に

よ
る

評
価

・
卒

業
生

へ
の

追
跡

調
査

・
既

存
の

本
校

独
自

調
査

に
よ

る
検

証

Ｂ
科

学
的

コ
ン

ピ
テ

ン
シ

ー
を

伸
長

し
、

ＩＣ
Ｔ

活
用

能
力

と
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

能
力

の
向

上
、

英
語

力
向

上
の

た
め

の
研

究

本
校

生
徒

の
実

態
に

即
し

た
独

自
教

材
、

学
校

設
定

科
目

の
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
開

発
に

よ
り

、
全

て
の

生
徒

の
科

学
的

コ
ン

ピ
テ

ン
シ

ー
を

伸
長

さ
せ

、
ＩＣ

Ｔ
機

器
を

活
用

す
る

能
力

、
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

能
力

を
含

む
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

能
力

を
向

上
さ

せ
る

こ
と

を
目

指
す

。
海

外
の

高
校

と
の

継
続

し
た

研
究

内
容

等
の

交
流

に
よ

り
、

グ
ロ

ー
バ

ル
な

視
野

を
育

み
、

世
界

で
活

躍
す

る
『
人

財
』
の

育
成

を
目

指
す

。

学
校

設
定

科
目

「
情

報
・
科

学
コ

ン
ピ

テ
ン

シ
ー

」
の

開
設

と
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
開

発

ＩＣ
Ｔ

機
器

を
活

用
す

る
能

力
、

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
能

力
の

育
成

英
語

力
の

向
上

と
海

外
の

高
等

教
育

校
と

の
交

流
、

連
携

の
拡

大

研
究

成
果

の
社

会
へ

の
還

元
と

発
信

Ｃ
理

数
体

験
充

実
の

た
め

の
プ

ロ
グ

ラ
ム

開
発

に
よ

り
広

い
視

野
を

持
っ

た
理

数
系

人
財

を
育

成
す

る
研

究

企
業

・
自

治
体

と
の

連
携

を
強

化
し

た
キ

ャ
リ

ア
教

育
や

小
・
中

・
高

の
各

発
達

段
階

に
ふ

さ
わ

し
い

理
数

体
験

を
重

ね
る

機
会

を
設

け
る

中
核

拠
点

と
し

て
、

将
来

の
職

業
観

、
地

域
の

特
色

の
あ

る
自

然
や

産
業

、
科

学
技

術
等

に
興

味
・
関

心
を

持
つ

児
童

・
生

徒
の

育
成

を
目

指
す

。

鶴
南

キ
ャ

リ
ア

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

研
究

開
発

小
中

学
校

で
の

理
数

体
験

充
実

と
高

等
学

校
間

で
の

理
数

体
験

を
共

有
す

る
た

め
の

研
究

鶴
翔

ア
カ

デ
メ

イ
ア

（
大

学
模

擬
講

義
）
の

取
組

の
充

実

大
学

・
研

究
室

を
訪

問
す

る
研

修
（
理

数
セ

ミ
ナ

ー
）
の

拡
充

研
究

実
績

を
進

路
指

導
へ

活
用

す
る

た
め

の
研

究
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（資料Ｄ－ ） 

  令和２年度 鶴南ゼミ全体発表会  振り返りアンケート 

 

 （質問１～１３は１つ選択する形式です） 

質問１：あなたの所属ゼミを教えて下さい。（選択肢省略） 

質問２：【課題発見】探究活動を通して、主体的に課題を発見することができましたか？ 

□ 達成できている。 

□ 達成のために、すでに実行に移すことができており、達成まであと一歩のところにきている。 

□ 達成のために何をすればよいかわかっていて、実行に移すことができている。（実行に移そうとしている） 

□ 達成のために何をすればよいかわかっているが、実行には移すことができていない。（実行の準備ができていない） 

□ 達成のために何をすればいいかわからない。 

 ※以下、質問３～１３の選択肢は質問２と同じです。 

質問３：【先行研究から学ぶ】発見した課題に対して、先行研究等を踏まえ、その課題に関する基本的な知識・

事柄を理解することができましたか？ 

質問４：【テーマ設定】発見した課題に対して、適切なテーマ設定をすることができましたか？ 

質問５：【仮説】設定したテーマに対して、適切に仮説等を立てることができましたか？ 

質問６：【研究計画】仮説等を検証するための適切な研究方法・研究計画を立てることができましたか？ 

質問７：【研究結果】実験の様子・結果を正確に記録し、まとめることができましたか？ 

質問８：【分析・考察】複数の実験・調査の結果から総合的に法則性を検討し、仮説の検証を行うことができま

したか？ 

質問９：【結論・今後の展望】結論や今後の展望を明確に説明することができましたか？ 

質問１０：【批判的思考力】発表内容を聞き、疑問点を適切に質問することができましたか？ 

質問１１：【プレゼン力①】聞き取りやすい話し方であり、聴衆の反応を意識して発表できましたか？ 

質問１２：【プレゼン力②】発表者の意図が伝わるグラフや表、図を選択することができましたか？ 

質問１３：【プレゼン力③】質問に対して適切な回答ができましたか？ 

 （質問１４～１６は記述式による回答です） 

質問１４：各自もらったコメントの中で、印象に残ったもの・これからの活動に役立ちそうなもの・後輩に伝

えたいことなどがあったら、ここに入力してください。 

質問１５：全体発表会やここまでのゼミ活動を通して、自分の発表・活動の良かったところや改善すべきだっ

たところなどについて入力してください。 

質問１６：全体発表会やここまでのゼミ活動を通して、自分自身成長できたと感じた部分はありますか？下の

項目から選び、その内容を具体的に書いて下さい。（複数でも構いません） 

【知識・技能・思考力・判断力・表現力・興味・関心・主体性・協調性・人間性・その他】 

 

 
Classi Classi  
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（資料Ｄ－ ）  
 

 

 

（資料Ｄ－ ）

（ ）

（ ）

１  

 

 

 

＜２年生振り返りシートによる自己評価の結果＞

5 4 ５と４の計 昨年度との比較 5 4 ５と４の計 昨年度との比較

①【課題発見】探究活動を通して、主体的に課題を発見す
ることができる。

45.9% 21.0% 66.9% -4.4% 71.3% 20.4% 91.7% -2.2%

②【先行研究から学ぶ】発見した課題に対して、先行研究
等を踏まえ、その課題に関する基本的な知識・事柄を理解
することができる。

53.6% 22.7% 76.3% -2.1% 67.5% 24.2% 91.7% 1.7%

③【テーマ設定】発見した課題に対して、適切なテーマ設
定をすることができる。

68.0% 20.4% 88.4% 2.3% 86.0% 11.5% 97.5% 4.7%

④【仮説】設定したテーマに対して、適切に仮説等を立て
ることができる。

64.6% 17.1% 81.7% 3.2% 68.8% 21.7% 90.5% -1.8%

⑤【研究計画】仮説等を検証するための適切な研究方法・
研究計画を立てることができる。

48.1% 26.5% 74.6% 3.7% 70.7% 19.1% 89.8% -2.5%

⑥【研究結果】実験の様子・結果を正確に記録し、まとめ
ることができる。

56.9% 20.4% 77.3% 2.3% 76.4% 19.7% 96.1% 3.8%

⑦【分析・考察】複数の実験・調査の結果から総合的に法
則性を検討し、仮説の検証を行うことができる。

35.4% 30.9% 66.3% -0.5% 67.5% 24.8% 92.3% 3.3%

⑧【結論・今後の展望】結論や今後の展望を明確に説明す
ることができる。

61.1% 22.2% 83.3% -1.0% 77.1% 18.5% 95.6% -0.6%

⑨【批判的思考力】発表内容を聞き、疑問点を適切に質問
することができる。

32.6% 28.2% 60.8% 3.8% 42.7% 19.1% 61.8% -2.1%

⑩【プレゼン力①】聞き取りやすい話し方であり、聴衆の
反応を意識して発表できる。

44.8% 36.5% 81.3% 2.8% 64.3% 25.5% 89.8% -4.7%

⑪【プレゼン力②】発表者の意図が伝わるグラフや表、図
を選択することができる。

60.8% 23.2% 84.0% -2.0% 78.3% 15.9% 94.2% -0.8%

⑫【プレゼン力③】質問に対して適切な回答ができる。 44.8% 32.6% 77.4% 4.1% 59.9% 21.7% 81.6% -9.4%

中間発表会後
（５・４のみ表示）

全体発表会後
（５・４のみ表示）
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（資料Ｄ－ ）  

 

２年  ２年  ー ー  評価シート （            ） 

（   ）  （    ）  （     ） 

     １ 

 

  

 
 

 

 

  
   

 

  

   

 
 

  
 

  

 

 
    

 

 

１   
   
   

（ ）  

評価 評価 の に に るの に  
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（資料Ｄ－ ）  
 

  
 
 
 

（資料Ｄ－ ）   （ A ） 

 
 

点 標 点 標

研究内容と設定理 5 3.36 0.646 3.73 0.743

研究の 説 5 3.14 0.596 3.39 0.678

研究方法 5 3.02 0.739 3.54 0.816

実験・調査結果・分析・考 5 3.04 0.744 3.46 0.75

今後の展 や結論 5 3.43 0.715 3.65 0.754

プレゼン （ し方） 3 1.1 1.446 1.25 1.479

プレゼン （グラ や ） 3 1.38 1.542 1.31 1.488

プレゼン （ 問への ） 3 0.96 1.401 0.98 1.407

34 19.43 21.31

点
中間発表会 全体発表会

＜批判的思考力（総合）：情報を抽出し吟味する＞
度 度

学 学
験人数 験人数

評価（人数） 積 積 積 評価（人数） 積 積 積
S 1 1 S 2 2 2 2
A 61 62 81 81 42 42 A 92 94 81 81 59 61
B 130 192 113 194 118 160 B 94 188 110 191 112 173
C 4 196 194 28 188 C 7 195 191 15 188
D 196 194 188 D 195 191 188

＜協働的思考力（総合）：他者との共通点・違いを理解する＞
度 度

学 学
験人数 験人数

評価（人数） 積 積 積 評価（人数） 積 積 積
S 1 1 1 1 S 2 2
A 31 32 69 70 57 57 A 43 43 82 82 88 90
B 143 175 113 183 112 169 B 142 185 101 183 89 179
C 21 196 11 194 18 187 C 10 195 7 190 9 188
D 196 194 1 188 D 195 1 191 188

＜創造的思考力（総合）：情報を関連づける・類推する＞
度 度

学 学
験人数 験人数

評価（人数） 積 積 積 評価（人数） 積 積 積
S 3 3 4 4 S 3 3 4 4
A 96 99 87 91 33 33 A 112 115 95 99 56 56
B 92 191 97 188 124 157 B 75 190 87 286 116 172
C 4 195 6 194 30 187 C 5 195 5 191 16 188
D 1 196 194 1 188 D 195 191 188

2018 2019 2020
高校 生 高校 生 高校 生

高校 生 高校 生 高校 生

195 191 188

195 191 188

2018 2019 2020

2018 2019 2020
高校 生 高校 生 高校 生

高校 生 高校 生 高校 生

195 191 188

2018 2019 2020

196 194 188

2018 2019 2020

196 194 188

高校 生 高校 生 高校 生

2018 2019 2020

196 194 188

高校 生 高校 生 高校 生
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Q15 実験・観 結果から共通点・相 点を
指 することができますか。

Q16 実験・観 結果をもとにして
問点をあげることができますか。

　　「①できる」と えた生徒の の変化 　　「①できる」と えた生徒の の変化

1 2 生理数科　→　 2 　3 生理数科 1 2 生理数科　→　 2 　3 生理数科

17.6 　→　33.3 22.9 　→　35.9

　Q12 数学・理科の 業において、
　　　　 習や実験・観 を通して自分なりに
　　　　 たな 問をもつ経験をしたことがありますか。

Q14 数学・理科の問題 習において、自分なりの た
な解法を いついた経験をしたことがありますか。

　　「①よくある」・「②とき きある」と えた生徒の 「①よくある」「②とき きある」と えた生徒の

2 　3 生理数科　　3 生理系　　3 生文系 2 　3 生理数科　　3 生理系　　3 生文系

　　　　80.0 　　　　　　70.4 　　　　　55.9 　　　　70.0 　　　　　　55.6 　　　　　37.7

Ｈ28 　1 生　→　Ｈ29 　1 生　→　Ｈ30 　1 生　→　 1 　1 生　→　 2 　 生

34.8 　 　　→　 　　39.5 　 　　→　 　　42.9 　　　→　　　45.2 　　→　　48.7

Q18 SSH関連行事や 業で、
理科・数学・先端科学等のおもし うな取り組みや探究活動に参加できることに している

　　「①多くある」と えた生徒の の変化

Ｈ28 　1 生　→　Ｈ29 　1 生　→　Ｈ30 　1 生　→　 1 　1 生　→　 2 　 生

30.3 　 　　→　 　　32.3 　 　　→　 　　31.4 　　　→　　　35.0 　　→　　30.5

Q19 SSH関連行事や 業で、
理科・数学に関する能力やセンスの向上に つことに している

　　「①多くある」と えた生徒の の変化

問 　ＳＳＨの取組において、学習指導要 よりも発展的な内容について重視しましたか。（ つだけ）

10 23.3% 27 62.8% 6 14.0%

0 0.0% 0 0.0% 43 100.0%

2 3

効

大変重視した やや重視した 重視しなかった
1

23.3%

62.8%

14.0% 0.0%0.0%
1
2
3

問6　ＳＳＨの取組に参加したことで、生徒の科学技術に対する興味・関心・意欲 増したと いますか。（ つだけ）

13 30.2% 21 48.8% 2 4.7% 3 7.0% 4 9.3%

0 0.0% 0 0.0% 43 100.0%

問7　ＳＳＨの取組に参加したことで、生徒の科学技術に関する学習に対する意欲 増したと いますか。（ つだけ）

13 30.2% 23 53.5% 1 2.3% 1 2.3% 5 11.6%

0 0.0% 0 0.0% 43 100.0%

大変増した わからない

大変増した やや増した 効果がなかった
2 31 4 5

わからない

2 3

効

4 5

もともと高かった

効果がなかった
1

もともと高かった

効

やや増した

30.2%

48.8%

4.7%

7.0%
9.3% 0.0%0.0%

1
2
3
4
5

30.2%

53.5%

2.3%
2.3%

11.6% 0.0% 0.0%
1
2
3
4
5
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５－４

課題研究テーマ一覧
テーマ ゼミ テーマ ゼミ

1 気象条件がハマヒルガオの花弁の老化に与える影響 先端研 41 希望はあるんか？ 社会

2 人と働くロボット「ｃｏｂｏｔｔａ」 ～無人縁日への挑戦～ 物理A 42 その投稿に愛はあるんか？～SNS上の誹謗中傷について～ 社会

3 変幻自在？テンセグリティ！ 物理A 43 世界の埋葬方法の変化 社会

4 弱火で10分を強火で5分は大丈夫？ 物理A 44 どこまで知ってる？医療の格差 社会

5 余熱の正しい使い方は？ 物理A 45 山形県の若者！STAYやまがた！～実はすごかった？山形県～ 社会

6 カオスを考えるな,感じるな, 見ろ! 物理B 46 一点でも高く！！ 社会

7 温度差ってすごい 物理B 47 あなたの知らないオノマトペの世界 国語

8 這い上がる流体，ワイゼンベルグ現象 物理B 48 新世代の隠れた庄内弁 国語

9 この差って何ですか（鮭の銀とブナとの鮮度の落ち方の違い） 化学A 49 かぐや姫の犯した罪とは－。 国語

10 この差って何ですか？～「つやのあるトマト」と「つやのないトマト」の差～ 生物A 50 竹取物語探究！！ 国語

11 麹菌の酵素産生に及ぼす糖類の影響 生物A 51 詠み手が秘めた想いとは　－花・夢・涙－ 国語

12 究極のサツマイモを食べたい！！ 生物A 52 我が黒髪へ。 国語

13 つや姫も熱中症対策！！ 生物A 53 ２人の童話作家と狐 国語

14 新クリーンエネルギーになれる？！～微生物と身近な有機物を用いた発電～ 生物A 54 怖い絵本　～エドワード・ゴーリーの世界～ 国語

15 都市下水処理場におけるコリスチン耐性菌の検出 生物A 55 絵本の文章　大解析！ 国語

16 鶴岡と共に、あらんことを。〜まだまだ知らない…魅惑の庄内の真実！？〜 地域活性 56 Tsurunan "Speak Out" Project ! 英語

17 鶴岡駅前 Makes you happy 地域活性 57 To make a friendly society for foreign people. 英語

18 朝日！藤島！！おらだのLALAランチ☆ 地域活性 58 Discover ! Deliver ! Traditional Food Culture in Tsuruoka ! 英語

19 訪問看護のメリットを知ってほしい！ 地域活性 59 What's the merit of Yamagata's movie industry? 英語

20 光害マップの作成 地学 60 Compared and Improving -Tsuruoka with SDGs- 英語

21 複素数と円の幾何ver2 数学 61 What an unique food culture we have ! 英語

22 鶴南の公式とその応用 数学 62 アニメーション表現における動きの省略化はどこまで可能か 芸術

23 数夏try! !+ 数学 63 ショパンの魅力～１００年以上も日本人に愛される理由～ 芸術

24 数学の力を伸ばすには？ 数学

25 「君」「の」「母」「校」「は」「？」 数学

26 インターリーブ効果の数学学習への応用 数学

27 日本の食文化を守りたい 家庭

28 ナメクジの命を守れ！ 家庭

29 ジャンプの可能性³ 保体

30 身長ってやっぱり遺伝？ 保体 1 超音波スピーカーによる視覚障害者用ホーム転落防止システムの開発 物理A

31 チートディの効果と重要性 保体 2 シルク魅力発見プロジェクト 化学B

32 体力テスト・極 保体 3 ＃庄内Raiseプロジェクト 地域活性

33 曲と景気の相関関係 社会 4 鳥海山に雲がかかると雨が降るのか！？ 地学

34 伸びる投稿とは 社会 5 権力の乱用か？集団的自衛権の行方を探る 社会

35 ジブリに息づく信仰 社会 6 What's standard education? 英語

36 なぜ鶴岡に中高一貫校は必要なのか！？ 社会 7 クマムシの誘引物質の探索 先端研

37 ヨーロッパとメルヘンの深層 社会

38 自己肯定感を下げているのはだあれ？？ 社会 ※　番号 　はメンバーに理数科の生徒を含むもの

39 空気を読むことについて 社会

40 アメリカ黒人差別～公民権運動を通して～ 社会

ステージ発表
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実
施
項
目

担
当
責
任
者

（
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ
ー
ダ
ー
）

Ａ

①
「
Ｓ
Ｓ
科
目
」
の
改
善
と
教
材
開
発
、
指
導
法
や
評
価
法
等
の
研
究

木
村
良
二
（
数
学
科
主
任
）

小
松
範
明
（
理
科
主
任
）

②
全
校
生
徒
が
取
り
組
む
継
続
し
た
探
究
活
動
『
鶴
南
ゼ
ミ
』
の
深
化
・
発
展

青
山
尽

 
 
鶴
南
ゼ
ミ
（
基
礎
）

長
谷
部
満
（
１
学
年
担
任
）

 
 
鶴
南
ゼ
ミ
（
探
究
）

五
十
嵐
雄
大
（
２
学
年
担
任
）

 
 
鶴
南
ゼ
ミ
（
発
展
）

三
浦
晋
（
３
学
年
担
任
）

③
探
究
活
動
『
鶴
南
ゼ
ミ
』
に
お
け
る
『
地
方
創
生
』
分
野
の
開
設
と
拡
大

佐
藤
清
輔

④
科
学
部
活
動
の
充
実
と
発
展
、
高
度
・
先
端
研
究
に
取
り
組
む
生
徒
の
育
成

三
宅
国
彦
（
科
学
部
顧
問
）

⑤
国
際
科
学
技
術
コ
ン
テ
ス
ト
等
へ
の
生
徒
の
参
加
数
、
入
賞
数
の
増
加
に
向

け
た
取
組

三
浦
晋
（
理
数
科
担
任
）

工
藤
正
明
（
理
数
科
担
任
）

Ｂ

⑥
「
情
報
・
科
学
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
」
の
開
設
と
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
開
発

木
村
良
二
（
情
報
科
主
任
）

⑦
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を
活
用
す
る
能
力
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
育
成

安
野
浩
夫
（
図
書
情
報
課
長
）

⑧
英
語
力
の
向
上
と
海
外
の
高
等
教
育
校
と
の
交
流
、
連
携
の
拡
大

百
瀬
美
奈
子
（
２
学
年
英
語
科
）

Ｃ

⑨
鶴
南
キ
ャ
リ
ア
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
研
究
開
発

齋
藤
恵
美
（
進
路
課
長
）

⑩
小
中
学
校
で
の
理
数
体
験
充
実
と
高
等
学
校
間
で
の
理
数
体
験
を
共
有
す
る

た
め
の
研
究

鏡
雄
一
（
理
数
科
主
任
）

小
松
範
明
（
理
科
主
任
）

⑪
研
究
成
果
の
社
会
へ
の
還
元
と
発
信

佐
藤
清
輔

⑫
大
学
・
研
究
室
を
訪
問
す
る
研
修
（
理
数
セ
ミ
ナ
ー
）
の
拡
充

鏡
雄
一
（
理
数
科
主
任
）

⑬
大
学
・
企
業
と
連
携
し
た
研
究
実
績
を
進
路
指
導
へ
活
用
す
る
た
め
の
研
究

池
田
雅
明
（
３
学
年
主
任
）

Ｄ
⑭
評
価
・
検
証
法
の
研
究
と
Ｓ
Ｓ
Ｈ
事
業
を
効
果
的
に
運
営
す
る
た
め
の
研
究

鏡
雄
一

Ｓ
Ｓ
Ｈ
事
業
企
画
本
部

統
括
責
任
者

坂
尾

 
 
聡
（
校
長
）

Ｓ
Ｓ
Ｈ
運
営
企
画
委
員
会

［
委
員
長
 
 
砂
田

 
 
智
］

［
副
委
員
長
藤
橋
弘
行
］

各
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ
ー
ダ
ー

Ｓ
Ｓ
Ｈ
運
営
事
務
局
員

Ｓ
Ｓ
Ｈ
運
営
事
務
局

運
営
企
画
委
員
佐
藤
清
輔

運
営
企
画
委
員
鏡

雄
一

運
営
企
画
委
員
青
山
 

 
尽

運
営
企
画
委
員
齋
藤
雅
子

運
営
企
画
委
員
土
門
和
宏

事
務
補
助
員
 

 
菅
原
恭
子

５―５
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